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序

私 たちの郷土熊谷 には、原始 ・古代 の集落や 中世の館跡等 の埋蔵文化財が、数

多 く分布 してお ります。

こうした埋蔵文化財は、郷土の発展やその過程 を物語 る証 しである とともに、

私 たち子孫 の繁栄 の指標 ともな る先人 の貴重 な足跡であ ります。私たちは、 こう

した文化遺産 を継承 し、次世代 に伝 え、 さ らに豊かな熊谷市形成 の礎 としていか

なければな らない と考 えてお ります。

熊谷市では、 きめ細かな教育の実現、学校教育 の充実 のため に、学校施設 の整

備 ・拡張 を実施 し、生徒の増大 に対処すべ く事業 を実施 して まい りま した。そ の
一環 として、昭和55年 度 に市立三尻 中学校校舎 の増築工事 を実施す る こととな

りま した。事業地 内及び周辺 には、原始 ・古代か ら中世 に至 るおびただ しい遺跡

が確認 されてお り、遺跡の重要性 に鑑みて関係部局 と保存 に向けて協議 を行 って

まい りま した。 しか し、事業上やむを得ず 計画等 の変更がで きないため、工事 に

よ り破壊 を受ける箇所 については、記録保存 の方策 を講ず ることとな りました。

本書は、昭和55年 度 に実施 された校舎増築 工事 に伴 う発掘調査 の成果 をまと

めた ものです。

今 回報告 いた します三 ヶ尻遺跡は、広大 かつ多時期及び多種 の埋蔵文化財が存

在す る遺跡であ り、過去数 回にわたって発掘調査が実施 された遺跡です。そ のう

ち三尻 中学校 に所在する埋蔵文化財発掘調査 の成果であ り、奈 良時代か ら平安時

代にか けて の集落跡が検 出され、 当地域 における集落の変遷 を考 える上で貴重な

資料 を得 る ことがで きました。

本書が埋蔵文化財保護、学術研究 の基礎資料 として、 また埋蔵文化財の普及 ・

啓発 の資料 として広 く活用 され ることとなれば幸 いです。

最後 にな りましたが、発掘調査及び報告書刊行 に至るまで、 ご理解、 ご協 力を

賜 りま した地元 関係者 には厚 くお礼 申 し上げ ます。

平成14年3月

熊 谷 市 教 育 委 員 会

教 育 長 飯 塚 誠一郎



例 口

1本 書は、埼 玉県熊谷市大字拾六間字芝附501番 地他 に所在す る三 ヶ尻遺跡(埼 玉県遺跡番号59-

022)の 発掘調査報告書である。

2本 調査は、熊谷市立三尻 中学校校舎増築工事に伴 う事 前記録保存 のための発掘調査であ り、 熊谷 市

教育委員会が実施 した。

3本 事業 の組織は、1章 の とお りで ある。

4発 掘調査期間は、昭和55年12月8日 ～昭和56年1月17日 であ る。

整理 ・報告書作成期間は、 平成13年11月1日 ～平成14年3月29日 であ る。

5三 ヶ尻遺跡は、三尻 中学校遺跡 として、新 編埼 玉県史資料編3(埼 玉県 昭和59年)に お いて紹介

され ているが、遺構番号や内容その他 については全て本書が優 先す る ものである。

6発 掘 調査 の担 当は、熊谷市教育委員会寺社下 博が、整理報告書作成事業 は、吉野 健が担 当した。

7本 書 の執筆は、吉野が担 当し、図面整理 にお いて小野寺弘光 の補 助を得 た。 また、石器 の実測 ・ト

レースについて は加藤隆則が行 った。

8写 真撮影 は、発掘調査 を寺社下が、遺物 を吉野 が行 った。

9出 土 遺物 は、熊谷市教育委員会で保管 している。

10本 書の作成 にあた り、大里郡市文化財担 当者会 の方 々か らご教示、 ご協力を賜 った。記 して謝意 を

表 します。



凡 例

1本 文 中、遺構 の表記記号 は、次 の とお りで ある。

SJ… …住居跡、SK… …土坑、P… …ピッ ト、SD… …溝跡

2各 遺構 の呼称は、原則 として発掘調査時 に付 した もの を使用 した。但 し、以下 の遺構名は整理作業

の段階で変更 した。 また、土坑、 ピ ッ ト、火葬跡 につ いては整理作業 の段 階で付 した。

第2号 住居跡 を第4号 住 居跡に、第4号 住居跡 を第2号 住居跡 に、竪 穴状遺構 を第17号 住居跡 に、道

路状遺構 を第1号 溝跡に変 更 した。

3遺 構平面 図及び土層断面図中の表記記号は、次の とお りである。

P… …土器、S… …川原 石、F… …鉄製品

4遺 構挿 図の縮尺は、次の とお りである。

遺構全測 図……1/300、 住 居跡 ・土坑 ・ピッ ト……1/60、 火葬跡……1/40、 溝跡 ……1/120、

そ の他、遺跡位置図、周辺遺 跡分布 図等 は、そ の都度スケール脇に縮 尺率 を示 した。

5遺 構平面 図中の遺物番 号は、遺物挿 図中の遺物番号 に一致する。

6遺 構土層断面 図及びエ レベーシ ョン図のポイ ン トの標高は、遺構確 認面 か らのもので あ り、任意で

ある。

7遺 物実測 図の縮尺は、土師器 ・須恵器 ・陶器 ・羽 口 ・板石塔 婆は1/4(但 し、第12号 住居跡須恵

器甕 は1/8)、 縄文土器 ・弥 生土器 ・打製石斧は1/3、 土錘 ・紡錘車 は1/2と した。

8遺 物実測 図の中で、中心線はすべ て実線で示 し、遺物観察表 にできる限 り残存率で示 した。 また、

断面表現 は、須恵器 については還元焔焼成 のものは黒塗 り、酸化焔焼成 のものは白抜 き、それ以外の

縄文土器、弥生土器、土師器、 陶器等 の遺物はすべて 白抜きで示 した。

ス ク リー ン トー ン指示は、 その都度示 した。 また、墨書は黒塗 りで示 した。

9遺 物観察表 の凡例は、次の とお りである。

法量 の単位 は、cm、gで ある。 また、推定値 は括弧付 けで示 した。

胎土 は、土器 に含 まれ る含有鉱物 を以下 の記号で示 した。A… … 白色粒子、B… …黒色粒子、

C… …赤色粒子、D… …片岩、E… …雲母(白 ・黒)、F… …長石、G… …石英、H… …白色針状物

質、1… …礫

色調 は、 『新版標準土色帖』(農 林水産 省農林水産技術会議事務局監修1997年 版)に 照 らし最 も近

似 した色相 を示 した。

焼成は、次 のように区分 した。A… …良好、B… …普通、C… …不 良
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1発 掘調査の概要

1調 査 に至 る経過

昭和55年 度 に、市立三尻中学校校舎増築工事計画がもちあが り、工事中に埋蔵文化財が発見され、

急遽教育委員会総務課か ら埋蔵文化財の取り扱いについて協議があった。当該地は、台地の縁辺部に位

置し、その近隣の台地上には縄文時代前期からの集落跡や古墳跡、さらにこの北側には台地に沿って主

に占墳時代後期か ら平安時代にかけての集落跡等の遺跡が色濃く分布することが知 られていた。当該地

については保存に向けて協議を行ったが、工事計画の変更は困難なため記録保存の措置を急遽講ずるこ

ととなり、発掘調査を実施することとなった。また、発掘調査に先立ち、埼玉県埋蔵文化財包蔵地調査

カー ドを提出し、当該地を当初三尻中学校遺跡として変更増補を行った。

文化財保護法第57条 の3の 規定に基づく埋蔵文化財発掘の通知は熊谷市長より55熊 教総発第1316

号で提出された。発掘調査は、昭和55年12月8日 か ら実施した。

文化財保護法第98条 の2の 規定に基づ く発掘調査に関わる熊谷市教育委員会の通知及び文化庁か ら

の受理通知は以下のとおりである。

昭和55年10月29日 付け55熊 教社発第913号

昭和56年2月2日 付け56委 保記第2-33号

2発 掘調査 ・報告書作成の経過

(1)発 掘 調査

三 ヶ尻遺 跡の三尻中学校校舎増築部分の発掘調査 は、 昭和55年12月8日 か ら昭和56年1月17日

にかけて行 われた。調査面積 は、遺跡面積約70,000㎡ の うち校舎 増築工事 によって破壊を うける1,300

㎡ で あった。

調査区はおおまかに分 けて トレンチ状 に調査 した部分 を含 めて3箇 所 になるが、それぞれ の調査区で

遺構確認面 まで主 に人力及び重機 による表土剥ぎを行 い、作業 員による遺構確認 のための精査 を行った。

そ して、順次遺構掘削作業 を行 い、遺構 ・遺物 の実測、写真撮影 を行 った。

昭和56年1月17日 には現地 にお ける調査のすべてを終 了 した。

(2)整 理 ・報告書作成作業

本書 の整理作業は、平成13年11月 か ら平成14年3月 にかけて実施 した。

遺物 の洗浄 ・注記 を実施 し、土器の接合 ・復元作業 を行 い、遺物の分類を行 い、実測作業 を開始 した。

同時 に、遺構 の図面整理 も実施 した。

次 に、土器等 の遺物の トレース ・拓本 を採 り図版組 を行 い、遺構 の トレース ・図版組 を行 った。そ し

て、遺構の写真整理 ・遺物写真撮影 を して、写真図版の割付を した。 また、それ と並行 して原稿執筆 を

行 い、業者 の選定 を行 い、 本報告書 の刊行 をした。
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3発 掘調査、整理 ・報告書刊行の組織

主 体 者 熊谷市教育委員会

(1)発 掘調査

昭和55年 度

教育長

教育次長

社会教育課長

社会教育課長補佐

社会教育課振興係長

主事

主事

主事

森田芳一

新井 勝

山下光男

里見昌夫

鯨井邦彦

山川 建

寺社下博

金井葉子

(2)整 理 ・報告書作成事業

平成13年 度

教育長

教育次長

社会教育課長

社会教育課副参事

社会教育課長補佐

社会教育課文化財保護係主幹兼係長

主査

主査

主任

主事

発掘調査員

発掘調査員

発掘調査員

飯塚誠一郎

小林武夫

岩田 隆

浅野晴榿ず

北 俊明

金子正之

寺社下博

浅見敦夫

吉野 健

松田 哲

小野寺弘光

藏持俊輔

加藤隆則

羅 山地 ≡ 礁 麗∫1台地 旨 低地
L_

第1図 埼玉県の地形図
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H 遺跡の立地 と環境

三 ヶ尻遺跡は、熊谷市大字拾六間字芝附501番 地他に所在 し、JR高 崎線籠原駅から南へ約2km、 荒

川から北へ約2km、 利根川か ら南へ約8kmに 位置する。

遺跡の所在する三 ヶ尻地区は、熊谷市の西部にあたり、櫛挽台地の荒川寄り東縁辺部及び一部妻沼低

地の新荒川扇状地上にある。櫛挽台地は、寄居町末野付近を扇頂に、荒川の両岸に広がる洪積扇状地で

ある荒川扇状地の荒川左岸側の一帯が浸食されてできたものである。そして、妻沼低地は、利根川及び

その支流により形成された沖積地であり、熊谷市の大半を覆っている沖積扇状地の新荒川扇状地(熊 谷

扇状地)と 自然堤防が広がる地区に分けられる。本遺跡は、その荒川左岸の櫛引台地東縁辺部か らおり

た新荒川扇状地上、標高約44rn前 後に立地し、台地との比高差は、約6rnあ る。遺跡を覆っていた土

は、関東造盆地運動による地盤の沈降及び荒川の度重なる河川氾濫の影響で、おおよそ40cm～60cmの

厚さをもっていた。

次に、本遺跡を中心に櫛挽台地及び妻沼低地における歴史的環境の一端を簡単に見ていきたいと思う。

まず、旧石器時代か ら縄文時代であるが、 この時期の遺跡の発見例はきわめて少ない状況である。旧

石器時代で知られているのは、平安時代の住居跡の覆土中か ら出土した籠原裏遺跡の黒曜石製の尖頭器

が唯一の例である。縄文時代になると、櫛挽台地上さらには妻沼低地上にも発見例が少々増える。早期

では、櫛挽台地上、深谷市東方城跡から尖頭器が確認されている。次に、妻沼低地の寺東遺跡では前期

関山式土器が、櫛挽台地上の遺跡である本遺跡内の林遺跡でも前期黒浜式期の集落が発見されている。

そして、同じく三 ヶ尻遺跡内の天王遺跡では中期か ら後期の集落が発見されており、前述の寺東遺跡で

も中期か ら後期にかけての敷石住居跡、埋甕、土坑が確認されている。また、妻沼低地では、石田遺跡

も存在する。さらに妻沼低地上では、後期に至っては、寺東遺跡で称名寺式期の埋甕を伴う土坑等が発

見されており、豊富な土器群が検出された入川遺跡や深町遺跡も知られる。また、深谷市に目を転じて

みると、妻沼低地の自然堤防上で発掘調査された中期後葉か ら後期の遺跡が存在する。本郷前東遺跡 ・

原遺跡 ・上敷免遺跡 ・前遺跡等である。 このことか ら、熊谷市だけに限らず深谷市においても妻沼低地

の自然堤防上に生活の場を展開していったことが窺える。

一方、縄文時代晩期から弥生時代前半にかけての熊谷市内の発見例はほとんどなく、縄文時代晩期の

深谷市の妻沼低地では、前述の遺跡を継承した位置に再び集落が営まれたようである。

次に熊谷市内において本格的展開の知られる遺跡は、現段階では弥生時代中期まで待つことになる。

妻沼低地上では須和田式期の再葬墓が16基 発見された横間栗遺跡が、櫛挽台地上では同じく須和田式

期の壼が発見されている三ヶ尻遺跡内の上古遺跡が知 られる。さらに妻沼低地上で再葬墓群や:ヒ器を伴

う土坑が検出されている遺跡は、深谷市上敷免遺跡 ・明戸東遺跡、妻沼町飯塚遺跡 ・飯塚南遺跡が知 ら

れる。上敷免遺跡では包含層から県内初の前期遠賀川式土器が出土している。市の東部の低地 上に所在

する北島遺跡 ・平戸遺跡 ・前中西遺跡も同時期の遺跡として挙げ られ、北島遺跡でも再葬墓、土器棺墓、

土墳墓群が、前中西遺跡では土器棺墓と方形周溝墓の2タ イプの墓制が同時に発見されている。また、

行田市小敷田遺跡では関東地方で最も古い段階の須和田式期の方形周溝墓が検出されている。一方、同

時期の集落や住居跡が検出されている遺跡としては、妻沼低地の関下遺跡 ・飯塚南遺跡 ・池上遺跡が存

在する。中期後半のものは深谷市宮ヶ谷戸遺跡 ・清水上遺跡で中部高地系櫛描文土器が出土 している。
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後期には妻沼低地の各地に遺跡が見 られ始め、深谷市明戸東遺跡 ・妻沼町弥藤吾新田遺跡 ・東沢遺跡 ・

前中西遺跡 ・行田市池守遺跡が存在する。明戸東遺跡 ・東沢遺跡 ・池守遺跡では吉ヶ谷式土器が、弥藤

吾新田遺跡では南関東系の弥生町式土器が出十している。

古墳時代に入ると、古墳は台地 ・自然堤防等の微高地に形成され、集落は台地ばか りでなく低地の自

然堤防上にも営まれるようになり、次第に遺跡数も増加傾向にある。前期では、妻沼低地に大きく遺跡

が展開している。横間栗遺跡 ・根絡遺跡 ・別府条里遺跡 ・一一本木前遺跡 ・中耕地遺跡、深谷市清水上遺

跡 ・明戸東遺跡 ・東川端遺跡 ・宮 ヶ谷戸遺跡 ・本郷前東遺跡 ・上敷免遺跡、弥藤吾新田遺跡、小敷田遺

跡等がある。横間栗遺跡では住居跡が3軒 、根絡遺跡では住居跡が13軒 検出されており、根絡遺跡、

弥藤吾新田遺跡等は比較的大規模な集落 と推定されている。

墓域の存在 としては、上敷免遺跡 ・東川端遺跡等で方形周溝墓群が検出されてお り、特に東川端遺跡

第2号 方形周溝墓か らは、パレススタイルの大型壷が出土している。

中期の様相は、他の時期と比べて不明な点が多いが、集落が大規模に展開していくのは中期後半以降

となるようである。市東部に所在する北島遺跡 ・中条遺跡内の権現山遺跡 ・常光院東遺跡 ・前中西遺跡

等で遺構 ・遺物が検出されている。北島遺跡では住居跡から須恵器の腿を模倣 した土師器小型壷が、権

現山遺跡では出現期の竈をもつ住居跡が検出されている。また、集落内の祭祀は東川端遺跡で確認され

ており、遺物が集中的に分布 している谷にむかう斜面部で剣形滑石製模造品が検出されている。また、

古墳に目を転 じてみると、数こそ少ないが、妻沼低地の福川の自然堤防上に横塚山古墳が存在する。 こ

れは、B種 横刷毛の埴輪をもつ前方後円墳(後 「1部は一部欠損)で ある。

そ して、後期になると遺跡は爆発的な増加をみる。台地ばかりでなく自然堤防上にもさらに積極的に

進出を図っていったようである。そして、集落は、古墳時代後期から奈良 ・平安時代へと継続して展開

する大規模なものが市内では目立つようになる。櫛挽台地上及び新荒川扇状地上では、樋のh遺 跡で古

墳時代後期から平安時代の住居跡が90軒 以上検出され、このうち古墳時代後期のものは14軒 以 ヒを数

える。また同遺跡内の上辻 ・下辻遺跡でも後期から平安時代の住居跡が50軒 以上検出され、本報告の

「
第2図 掲載遺跡一覧表

1三 ヶ尻遺跡2樋 の上遺跡3東 遺跡4黒 沢館跡5黒 沢遺跡6若 松遺跡7庚 申塚遺跡8松 原

遺跡9社 裏北遺跡10社 裏遺跡11社 裏南遺跡12毫 遺跡13拾 六間後遺跡14堂 西遺跡15籠 原裏

遺跡 ユ6在家遺跡]7新 ヶ谷戸遺跡 ユ8奈良東糊地遺跡19水 押下遺跡20稲 荷木上遺跡21ド 河原上

遺跡22奈 良氏館跡23天 神下遺跡24土 用ヶ谷戸遺跡25-一 本木前遺跡26中 耕地遺跡27西 通遺跡

28東 通遺跡29横 塚山占墳30寺 東遺跡31別 府氏館跡32別 府城跡33別 府条里遺跡34石 田遺跡

35関下遺跡36横 間栗遣跡37根 絡遺跡38深IHJ遺 跡39入 川遺跡40西 別府館跡41西 方遺跡

42西 別府廃寺43西 別府祭祀遺跡44原 遣跡45玉 井陣屋跡46高 根遺跡47天 神前遺跡48兵 部裏屋敷

跡49御 蔵場跡50弥 藤吾新 田遺跡51道 ヶ谷戸遺跡52飯 塚遺跡53飯 塚南遺跡54清 水 一L遺跡55前

遺跡56居 立遺跡57城 北遺跡58柳 町遺跡59砂 田遺跡60ウ ツギ内遺跡61原 遺跡62明 戸束遺跡

63新 田裏遺跡64新 屋敷東遺跡65本 郷前東遺跡66上 敷免北遺跡67上 敷免遺跡68八 「]市遺跡

69幡 羅太郎館跡70宮 ヶ谷戸堀ノ内遺跡71東 川端遺跡72城 下遺跡73東 方城跡74庁 鼻和城跡

75巾番羅遺足亦

1三 ヶ尻 占墳群n在 家古墳群rK井 古墳群W籠 原裏 占墳群V別 府占墳群W広 瀬古墳群

冊坪井古墳群 珊石原古墳群 氏上増田古墳群X木 の本古墳群
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集落とは小さな谷を挟んでいるが、一連のものと判断できる。三ヶ尻遺跡内の天王遺跡でも後期の集落

が検出されている。一方、妻沼低地の自然堤防上では、一本木前遺跡 ・天神下遺跡 ・根絡遺跡 ・原遺跡 ・

東川端遺跡 ・新屋敷東遺跡 ・本郷前東遺跡 ・上敷免遺跡 ・砂田遺跡 ・柳町遺跡 ・城北遺跡 ・居立遺跡 ・

飯塚南遺跡 ・妻沼町道ヶ谷戸遺跡等が存在する。一本木前遺跡では後期を中心に奈良 ・平安時代の住居

跡が300軒 以上検出されてお り、当該期の祭祀跡も発見され、臼玉を伴い土師器圷等の土器が折り重な

るように出土 した。城北遺跡では住居跡157軒 が検出され、住居跡内から人骨、馬 ・牛等の獣骨が多

数出土し、特に入骨が住居跡から検出された例はあまり知られていない。

一方、古墳を見てみると群を形成 して築造されているのがわかる。本遺跡の南に分布する三ヶ尻古墳

群のほか、櫛挽台地上には別府古墳群 ・在家古墳群 ・籠原裏古墳群 ・深谷市木の本古墳群、新荒川扇状

地上には玉井古墳群 ・広瀬古墳群 ・坪井古墳群 ・石原古墳群、妻沼低地上には深谷市上増田古墳群のほ

か中条古墳群等が分布する。これらは概ね6世 紀か ら7世 紀、ないしは8世 紀初頭にかけて形成された

古墳群である。三ヶ尻古墳群は、前方後円墳の二子山古墳を盟主墳 とする100基 以上の古墳で構成さ

れる大古墳群であるが、現在でも61基 の所在が確認されている(消 滅 ・半壊を含める)。別府古墳群で

は、農夫の埴輪が出土 している。籠原裏古墳群は川原石乱石積の胴張型横穴式石室を有する古墳群であ

るが、7世 紀末の築造と考えられる八角形の墳形をもつ古墳の存在が知 られてお り、終末期の古墳の様

相、さらには後述する8世 紀初頭創建の西別府廃寺という初期寺院との関係においても見逃す ことので

きない発見である。玉井古墳群に含まれると考えられる新ヶ谷戸遺跡1号 墳でも川原石使用の胴張型横

穴式石室が発掘調査によって発見されている。広瀬古墳群中の宮塚古墳は、上円下方墳 という特異な墳

形を今に残し、熊谷市唯一の国指定史跡として知られている。

古墳時代後半に自然堤防上の微高地に形成された集落の多 くは、増減はするものの奈良 ・平安時代へ

と継続されていく。新屋敷東遺跡 ・明戸東遺跡は、竪穴式住居を主体に少量の掘立柱建物で構成された

集落である。他には、上敷免遺跡 ・柳町遺跡 ・東川端遺跡 ・清水上遺跡 ・根絡遺跡等が挙げられる。奈

良時代には、この地域も律令体制に組み込まれていき、別府条里遺跡等が見 られる。このころの中心的

遺跡は櫛挽台地上に見られ、 この地域には幡羅郡が設置され、台地上に 「原郷」の地名が残る。ここに

は、前述のとおり西別府廃寺が存在する。二度の発掘調査によって寺域を区画する大溝、伽藍配置は不

明であるが基壇跡、瓦溜まり状遺構等 とともに軒丸瓦 ・軒平瓦 ・丸瓦 ・平瓦が多量に出土している。瓦

は8世 紀初頭か ら9世 紀後半のものまで確認されてお り、県内でも滑川町寺谷廃寺に次いで最も古い建

立の寺院の一つとして認識されている。また、その北西約200mの 湯殿神社裏の湧水箇所には西別府祭

祀遺跡が所在し、奈良時代を中心にする古墳時代後期か ら平安時代までの、県内でも類例がほとんどな

い水辺の祭祀遺跡である。また、深谷市の幡羅遺跡では総柱倉庫群が発見され幡羅郡衙の正倉 と考えら

れており、西別府廃寺、西別府祭祀遺跡とともに幡羅郡衙を考える上で重要な遺跡群である。すなわち、

西別府廃寺は、幡羅郡の郡寺的な機能を有すると考え、周辺の古墳群を形成した有力氏族 との関係 も想

定できる。他に、奈良 ・平安時代の集落遺跡 としては、在家遺跡 ・籠原裏遺跡 ・拾六間後遺跡 ・堂西遺

跡 ・一本木前遺跡 ・飯塚南遺跡 ・新ヶ谷戸遺跡 ・奈良東耕地遺跡 ・不ニノ腰遺跡 ・高根遺跡等がある。

一本木前遺跡の11世 紀初頭の住居跡か らは、瑞花鴛鴛八稜鏡が出土 し、県内初の住居跡出土例 として

注目されている。

平安時代末から中世になると、武蔵七党やその他の在地武士団の館跡が散在するようになる。別府城

一6一



跡 ・別府氏館跡 ・西別府館 跡 ・玉井陣屋跡 ・奈良氏館跡 ・黒沢館 跡 ・兵部裏屋敷、深谷市東方城跡 ・庁

鼻和城跡 ・幡羅太郎館跡等 であるが、 いずれの居館 も実態は詳細不 明である。そ の中で残 りの良い もの

の中に、別 府城跡 がある。別 府氏 の居館 で方形 の敷地 に土 塁の…部 と空堀 を良 く残 して いる。 また、

三 ヶ尻地区 に所在する黒沢館跡 は、発掘調査 によって出枡形 に張 り出 して台形 に全周す る堀 ・土塁の一

部 ・2箇 所 の虎 口 ・柱穴跡 ・土 墳 ・集石遺構等 が検 出され、渡辺睾山の記 した 『訪甑 録』 に残 る 「黒沢

館跡」の記載 と遺構が合致 した貴重 な例で ある。遺物 としては、14～15世 紀 の年号が記載 された板石

塔婆や15～16世 紀の瀬戸 ・美濃窯製 品や 内耳土器、土師質土器等 が出十 して いる。 また、そ の北側 に

所在す る樋 の上遺跡で も、15～16世 紀 の土墳 ・集石遺構 とともに比較的深 くコーナー をもつ溝跡が検

出されてお り、館跡の一・部 である可能性が考え られてい る。墓域 としては、三 ヶ尻遺跡 内の天王遺跡 ・

樋 の上遺跡 ・若松遺跡 ・社 裏北遺跡 ・社裏遺跡 ・社裏南遺跡等が挙げ られ、櫛挽台地及びそれ を仰 ぐ新

荒川扇状地上 に分布する。樋 の上遺跡 ・若松遺跡では土葬墓 ・火葬跡等が検 出されて いる。 また、黒沢

館跡及び樋 の上遺跡の南西に位置す る社裏北遺跡 ・社裏遺跡 ・社裏南遺跡 では土墳墓群が、台地上の天

王遺跡で も墓地群が検出 されている。

また、台地 の縁辺部 に位置す る西別府地 区の西方遺 跡では 中世か ら近 世 にか けて の150基 以 上 もの

土壊墓群が検 出されている。

しか し、 申世以降は調査 例が少な く、歴史的実態は まだ まだ情報不 足で不 明な点が 多い。 したがって、

今後 の調査成果 によるところが大 き く、情報 の蓄積が期待 される。
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第3図 三ヶ尻遺跡 ・三ヶ尻古墳群位置図
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皿 遺跡の概要

1調 査の方法

発掘調査 の方法 は、1辺5mの グ リッ ドを用 いて調査 区全体 を網羅できるよ う、現地で は調査区の長

辺に沿 って任意 に設定 し、北西隅 をA-1と して東へA・B・C… …、南へ と1・2・3… …と呼称 し

調査 を実施 した。 しか し、整理作業段 階では、 国家座標 に基づ いて座標軸を設定 し直 し、そ の軸 を基準

にグ リッ ド設定 を変更 し、調査時 と同様 に北西隅 を起点 にして報告する。 なお、標高 は、調査時 に任意

の基準点 をOmに して標高 を設定 したため、報告 のポイ ン トは任意の値 であ り、遺構確認面か らの高さ

である。実測作業 を行 うにあたっては、 グ リッド交点 に設定 した杭 を基準 に水糸 による1rn間 隔のメ ッ

シュをは り、簡 易遣 り方 による方 法を用 いた。

2検 出された遺構 と遺物

今 回の発掘調査 で検 出された遺構 は、 奈良時代 の竪穴住居跡10軒 、 平安時代 の竪穴住 居跡7軒 、 中

世 の溝 跡2条 、火葬 跡1基 、そ の他時期不 明の土坑5基 、 ピ ッ ト59基 である。 出土 した遺物 は、縄文

土器、弥生土器、奈良 ・平安時代 の土師器、須恵器、土製品、鉄 製品、 中世の陶器、板石塔婆な どコン

テナ約8箱 分 の出土量であった。

縄文時代 の遺物は、遺構外 出土 の遺物で ある。

弥生時代 の遺物は、遺構外 出土 の遺物で ある。

奈良時代 の遺物は、 竪穴住居跡 の遺物で ある。

平安時代 の遺物は、竪穴住居跡、溝跡の遺物である。

中世の遺物は、溝跡、遺構外 出土 の遺物である。
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W遺 構と遺物

1竪 穴住居跡

住居 跡は、総数17軒 検出 され、 大き く分けて奈良時代、平安時代 の時期の ものが検 出で きた。住居

跡は、 北の調査 区ではそれぞれ単独で、南の調査 区ではほ とん どが互 いに重複 しあって検 出された。 ま

た、第1号 溝跡 と重複関係 にあ る第17号 住居跡は、調査時 には竪穴遺構 として捉 え られて いたが、カ

マ ド状の施 設の存在 か ら住居跡 として報告する。

第1号 住居跡(第6図 、第1表)

G・H-2グ リッ ドに位置す る。

平面形は長軸4.08rn、 短軸2.68mの 長方形 のプ ランで、面積10。93㎡ を測 る。主軸は、N-42L

Eを 指 す。

床までの深さは約42cmで 、埋土は 自然堆積 と思われる。

柱穴はP1、P2の2つ が検 出されたが、他の柱穴 と考 え られ るピッ トは検 出できなかった。それぞ

れの規模 は、P1が 径22×18cm、P2が 径21×20cmで ある。

カマ ドは北壁のやや東寄 り中央部 に設 け られ、煙 道は幅約51cmで 、長 さ約1m北 東へ延びて いる。

燃焼部、 袖 とも不 明確 ではあるが、袖 については左側 にやや痕跡 を残 していた。 また、 カマ ドの構築材

は粘土 を使 用 して貼 り付 けて あったよ うである。

壁はほぼ垂 直 に立ち上が って いたが、壁溝は検 出できなかった。

貯蔵穴等 は検 出できなか った。

出土遺 物は、 カマ ド内及び カマ ド周辺、住居跡の東隅付近 を中心 に検出 された。須恵器杯 ・椀、土師

器甕等が検 出され、紡錘車 の紡茎部分 と考え られる鉄 製品 も見 られ た。

第2号 住居 跡(第7図 、第2表)

D-8グ リッ ドに位置す る。第3号 住居跡 と重複 関係 にあ り、本遺構が切 っている。

平面形は、長軸4.78rn、 短軸3,54mの やや台形 に近 い長方形のプランで、面積16.92㎡ を測 る。主

軸は、N-29°-Eを 指す。

床 までの深 さは約24cmで ある。 また、床面 は貼床 と思われ、床面 の一部 を立ち割って調査 した ところ、

黒褐色砂 質土の地山層を約10cmか ら18c塑 掘 り込んで、 ロームブロ ック ・粒子 を多量 に含 む褐色粘質土

を充填 して いた。

ピ ッ トは3つ 検 出 されたが、その うち柱穴 と考 え られ るピ ッ トはP1の みで ある。規模は、径36×33

c㎜、深 さ21.5cmで あ る。そ の他 のピ ッ トの規模は、P2が 径19×18cm、P3が 径28×21cmで ある。

カマ ドは北壁のわず かに東寄 り中央部 に設け られ、煙道 は幅約36cmで 、長 さ約94cm北 東へ延びて い

第1表 第 竃号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器杯 (142) 3.5 … ABDE 灰白色 B 10%

2 須恵器椀 (16.0) 一 一 ABFGI 灰色 A 15%

3 土師器甕 (20.0) 一 一 ACDE 榿色 B 15%

4 土師器甕 (22.8)
… 岸　 一 … ACDEI 榿色 B 15% 内外面煤付着 。

5 土師器甕 (24.0) 　 　 ACDEI 燈色 A 10% 二次焼成。

6 土師器甕 (25.0) 一 一 ACDEI 榿色 B 15% 内外面煤付着 。

7 紡錘車 長 さ13.1 幅0.5 厚 さ0.5
一 一 一 上下端欠損 紡茎 。鉄製 。
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第7図 第2号 住居跡 ・出土遺物

第2表 第2号 住居跡出土遺物観察表

番壕 器 種 口径 器高 底径 胎⊥ 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器杯 12.1 3.6 7.0 ACIII 褐灰色 B 80% 南比企産 。

2 須恵器杯 12.6 3.3 6.6 ADFI 灰色 B 75% 体部 ・底部外面墨書 「王 」。末 野産 。

3 須恵器杯 一一 m　 … (7.2) AΣ)F オ リーブ灰色 A 10% 末野産 。

4 土師器甕 (19.8) 一 一 ABE 燈色 A 10% 内外面煤付着。

5 土師器甕 一 一 (5.0) ABCE 褐色 A 10%以 下

6 土師器台付甕 一 1げ …

AE にぶい褐色 B 10%以 ド

7 紡錘車 直 径6.1 厚 さ0.8 重 さ26.〔 〕 ABD 灰 オ リーブ色 C 100% 須恵器圷底部転用紡鍾車。糸切り痕若干残存 。末野産 。
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る。燃焼部 は床面 か ら約35c憩 掘 り窪め られていた。袖 は検 出で きなか った。

壁 はやや傾斜 してお り、壁溝はほぼ 全周 し、幅 は広 いところで約25cm、 狭 いところで約5cm、 深 さは

6cmか ら10cmを 測 る。

貯 蔵穴等 は検 出できなかった。

出土遺物 は、 カマ ド内を中心 に検 出されたが、一部 の遺物 は、壁溝内 に落ち込んだ状態 で出土 した。

須恵器圷、土 師器 甕 ・台付甕等が検 出され、須恵器 圷には体部 と底部外面 に 「王」 の墨書 が見 られ るも

のがあった。 また、須恵器杯底部 を転用 した紡錘車 も出土 した。

第3号 住 居跡(第8図 、第3表)

E-7・8グ リッ ドに位置す る。第2号 住居跡 と重複 関係にあ り、本遺構 の南西隅が切 られ る。

平面形 は長軸5。28rl1、 短軸5。14mの ほぼ 正方形 のプ ランで、面積27.14㎡ を測 る。主軸 は、N-

53°-Wを 指す。

床 までの深 さは約53cmで ある。 また、床面は貼床 と思われ、床面 を主軸方向 とその直交方 向の2方

向に断 ち割 って調査 した ところ、 ローム及びそ の直上 に堆積す る黒褐 色砂 質土 の地 山層 を約10cmか ら

深 いところで約35c阻 掘 り込 んで、 ロームブ ロック ・粒子 を多量に含む暗褐色粘質土や黒褐色 粘質土 を

充填 して いた。

カマ ドは 西壁 のほぼ 中央部 に設け られ、煙道は幅約44cmで 、長さ約1。13m北 西へ延びてい る。燃焼

部 は、床面か ら約20cm掘 り窪め られていた。袖 は右側 のみ検出できた。

壁 はやや傾斜 して いるが ほぼ直立 してお り、壁溝は南 と東にのみ検 出され、幅は広 い ところで約30cm、

狭 い ところで約5cm、 深 さは5cmか ら13cmを 測 る。

柱穴、貯蔵穴等 は検 出で きなか った。また、 カマ ドの左右 の壁 にテ ラス状の施 設が検 出された。

出土遺物 は、 カマ ド付近 を中心 に検出され、土 師器 を中心 とし、圷 ・盤 ・甕等 が検 出され、須恵器甕

も見 られた。

第4号 住居跡(第9・10図 、第4表)

E-8・9グ リッ ドに位 置す る。第5・6号 住居跡 と重複 関係 にあ り、各々 に切 られる。本遺構、第5

号住居跡、 第6号 住居跡の順 に新 しくな る。

平面形は、南壁 を第6号 住居跡 によって切 られて しまっているため、推定長軸4.07m、 短軸3.41m

の長方形のプ ランで あった と推測 され る。推定面積は、13.88㎡ を測 る。主軸 は、N-22°-Eを 指 す。

床 まで の深 さは約60cmで ある。

カマ ドは北壁の西寄 りに設け られ、煙道 は最大幅約74cm、 長 さ約1.38m北 へ延びてい る。 燃焼部、

袖 は検 出で きなか った。 また、煙道 部の一部が トンネル状の まま検 出できた。

壁溝、柱穴、貯蔵穴等は検出できなかった。

出土遺物 は、カ マ ド付近 に分布 していたが、 出土量が少な く、図示できたのは土師器圷2点 で あった。

他 に土 師器甕等 の破片が 出土 した。

第5号 住居跡(第9・11図 、第5表)

E-9グ リッ ドを中心 に位置す る。第4号 住 居跡を切 り、第6号 住居跡に切 られている。

平面形は、 プラ ンの中央部が第4号 住居跡の上部 を切 って いるが、長軸4.81m、 推定短軸3.12rnの

長方形のプ ランであった と推測 され る。推定面積は、15。01㎡ を測る。 主軸 は、N-61°-Wを 指す。

一14一



o躍

フ蓬

Z坤
孟

、

炉

払

=　



第3表 第3号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 iコ径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 (10.8) 配帽 ㎜ ACD 明赤褐色 C 20%

2 土師器杯 (11.2) 一_ ACD 燈色 B 25%

3 土師器杯 (16.8) 一 一 ACDE 榿色 B 10%

4 土師器盤 (ユ7.6)
一 ACD 明赤褐色 C 20%

5 土師器甕 (17.5) 一一 A にぶい赤褐色 A 10%

6 土師器甕 (22.0) 一 　 ABE にぶ い褐 色 B 10驚

7 土師器甕 (24.0) 一 一 ACDEG にぶい褐色 A 15% 外面 煤付着。

8 須恵器甕 (15.1) 　 h一 一 　 ABD 灰色 A 10%以 下 末野産 。

床 までの深 さは約50cmで ある。

カマ ドは西壁 のほぼ 中央部 に設け られ、煙道は幅約41cmで 、長さ約1.16rn北 西へ延びてい る。燃 焼

部は、床面 か ら約20cm掘 り窪め られていた。袖は左右の両方で検 出され、左袖 はテ ラス状施設 に接続

し、 南西隅までつ づいて いた。

壁溝、柱穴、貯蔵穴等 は検出で きなかった。

出土遺物 は、土 師器圷 ・甕、須恵器圷 ・盤 ・甕等 の土器 のほか、土錘 が検 出できた。

第6号 住居跡(第9・12図 、第6表)

D・E-9・10グ リッ ドに位置す る。第4・5・7号 住居跡 と重複関係 にあ り、本遺構が各々 を切って

い る。

平面形は、長軸方 向は土層観察 による推定 であるが4.541n、 短軸3.56mの やや変形 した長方形のプ

ランで、推定面積16.16㎡ を測 る。主軸は、N-26°-Eを 指す。

床 までの深 さは約32cmで 、埋土は 自然堆積 と思 われる。

カマ ドは北壁 のやや東寄 りに設 け られ、煙道 は長 さ約83cnl北 東へ延びている。燃焼部、袖は検出で

きなかった。

壁は ほぼ垂 直に立ち上がって いたが、壁溝は検 出できなか った。

柱穴、貯蔵穴等 は検 出できなか った。

出土遺物は、カマ ド内及びカマ ド付近 を中心に分布 し、土 師器圷 ・甕、須恵器杯 ・甕等が検 出された。

杯 は、土師器 ・須恵器 とも比較的 良好な状態で検 出でき、土 師器甕は個体 数が比較的多かった。

第7号 住居跡(第13図 、第7表)

D・E-10グ リッ ドを中心に位置す る。第6・8号 住居跡 と重複関係 にあ り、本遺構 が各 々の住居跡

に切 られて いる。

平面形は長軸5.69m、 短軸4.06rnの 長方形のプ ランで、面積23。10㎡ を測 る。主軸は、N-44°-

Eを 指す。

床 までの深 さは約45cmで 、埋土は 自然堆積 と思われ る。

カマ ドは東壁の ほぼ 中央部に設け られ、煙道は幅約70cmで 、長 さ約1.03m北 東へ延びている。燃焼

部、袖 とも不明確では あるが、袖 については右側 にやや痕跡を残 して いた。

壁溝、柱穴、貯蔵穴等は検出できなかった。

出土遺物 は、カマ ド周辺、住居跡の南東隅付近 を中心 に検 出され た。ニヒ師器杯 ・甕、須恵器 蓋 ・杯 ・

壺等が検 出された。特 に、須恵器 蓋(Nα3)と 螺旋状暗文土師器杯(Nα1)は セ ッ トで検出 され、正 に

土 師器杯 に須恵器蓋が被 された状態で出土 した。
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第4号住居跡カマ ド(A-A')

1灰褐色土(焼 士ブロック、粍上粒子多量に含む)
2灰褐色土(粘 土粒子、焼土粒子少最含む)

3灰褐色士(軟 弱、粘土粒子若干、焼土粒子少量含む)
4黒褐色土(軟 弱、粘土粒子若干、焼土粒子少量含む)

5黒掲色土(褐 色土プロッ久 焼土ブロック・粒子多量に

含む〉

第5号 住居跡カマド(B-B'〉
美粘±

2黒褐色土(焼 土多量に含む)
3黄褐色土(粘 士ブ旦ック、土器含む)

4黒 褐色土(粘 土ブロック、焼士少量、炭化物含む)

5焼 土層(灰 少量含む)
6黒 褐色土(し まる)

第6号住居跡(D-Dり
t黒褐色土!凝牲弱い、スコジア含む)

2黄褐色土
3黄遇色土(焼 土少量含む)

4黒 褐色粘質土(ス コリア少懸 焼士含む)
5黒褐色上

6黒 褐色土(ス コリア多鉱 粘士含む)

Q2m
ヒ==-1,〔},

第9図 第4・5・6号 住 居 跡
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第10図 第4号 住居跡出土遺物

第4表 第4号 住居跡出土遺物観察表

諏 「:二z2

1ーー

番号 器 種 口径 器高 底径 胎± 色調 焼成 残存率 備 考1
1

2

土師器杯

土師器杯

(15.0)

(16ユ)

一 一 一… AEG

AEG

にぶい榿色

機色

A

B

10%

10%

彊

放射状暗文 。
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第5表

∴°Cm二=一 一「_____

第11図

第5号 住居跡出土遺物観察表

第5号 住居跡出土遺物

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 (12.7) 一 　 ACDEG 禮色 C 10%

2 須恵器盤 一 　 ABI 灰色 B 20%

3 須恵器杯 "〒 　 　 (8.0) ACH 灰白色 A 10% 南比企産 。

4 土師器甕 (23.0) ACDEF 赤褐色 B 10%

5 士師器杯 一 　 (4.5) ABE 樫色 A 10%以 下

6 須恵器甕 一 (13.4) ACD王 灰白色 C 10%以 下

7 須恵器甕 … 　 n割一 一 A 灰色 A 胴部 外面:平 行 叩き目 。内面:青 海波文 。

8 須恵器甕 一 　 一一 A 灰色 A 胴部 外面:平 行 叩き 目。内面:青 海波文 。

9 土錘 長 さ6.5 幅(1.5) 厚さ(L6)
　 一部 欠損

重 さ13.59。
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第12図 第6号 住居跡出土遺物

第6表 第6号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 11.5 3.5 8.6 ABCDEI 燈色 C 75%

2 土師器杯 123 3.2 9.5 ABCDEi 赤色 C 65% 外面煤付着。

3 須恵器杯 12.6 3.6 6.5 ACDFI 黄灰色 B 100% 一部酸化焔焼成 。末野産 。

4 須恵器圷 】2.0 3.5 6.2 ABCDFH王 灰色 A 100% 南比企産 。

5 須恵器圷 12.6 4.0 5.7 ABCDFI 黄灰色 B 100% 外面火だす き痕 。末野産 。

6 須恵器杯 (13.8) 一 　 ABH 黄灰色 A 10% 南比企産 。

7 土師器甕 (20.0) 一 一 ACDI にぶい赤褐色 A 3◎%

8 土師器甕 (19.2) 一 一 ACDEI 禮色 C 20% 指頭圧痕 。

9 土師器甕 (21.0) 「一 一 ACDGI にぶい禮色 A 25% 外面煤付着。

10 土師器甕 (16.8) 　 一 ACDE にぶい赤褐色 A 10%

11 土師器甕 一 一 (5.0) ACDEI にぶい檀色 A 15驚

12 土師器甕 … 一 4.0 AE 機色 A 10%

13 須恵器甕
一 　 一 AF 灰褐色 A 胴部 外面:平 行叩 き目 。内面:青 海波文 。
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第7雛 居跡(A-Aう 第7号住居跡(B～B・)

1黒褐色土(粘 土ブロック、土器含む)1黒 褐色±(ス コリア含む)
2黒 褐色士(粘 土プロソク少量 灰少量含む)2黒 褐色士(ス コリア少量含む)

3黒褐色土(焼 土多量、灰含む)3暗 黒褐色土(軟 弱)
4黒褐色粘土4縄 乱

5黒褐色粘土(粘 上ブロック少鼠 焼土少量含む)

〔}2m

-==ヨ ヒ㈹

灘
⊥_ノ 《

、、6

〔〕10c、n
ヒ=-1:4

第13図 第7号 住居跡 ・出土遺物
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第7表 第7号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 140 3.1 8.8 ABCDE王 赤色 A 100% 外 面ヘ ラケ ズリ後 ミガ キ 。内面螺旋状暗 文 。

2 ±師器杯 (15。4) (2.9) (8。8) ACDG 赤褐色 B 20%

3 須恵器蓋 19.4 3.8 一 ADHI 灰色 A 95% 南 比企産 。

4 土師器甕 (21。6)
一 ACDEF 榿色 B 10%

5 土師器甕 (21.4) 一 一 ACDG 機色 C 10%以 下 二 次焼成。

6 須恵器壺 一 一 (14.0) ABI 褐灰色 A 10% 自然粕付着 。高台 剥落 。

7 須患器長頸壷 一 一
(12。6)ABI 褐灰色 A 10%以 下 自然納付着 。

第8号 住居跡(第14図)

D-11グ リッ ドを中心 に位置する。 第7・9・10号 住居跡 と重複 関係 にあ り、本遺構 が第7号 住居跡

を切 り、第9・10号 住居跡 に切 られている。 また、南 西の隅を概乱 によって壊 されている。

平面形 は、東壁が第9・10号 住居跡 によって切 られて いるため、長軸4.72m、 推定短軸441rnの や

や正方形 に近 い長方形 のプ ランで、推 定面積20.81㎡ を測 る。主軸は、N-34°-Eを 指す。

床 までの深 さは約24cmで ある。

カマ ドは、土層観察 によ り北壁の東 寄 りに設 け られて いた と推定 され、煙道は推定 長約70cmで 、北

東へ延びて いた と考 え られ る。燃 焼部、袖 は検 出で きなか った。

壁は ほぼ直立 して いるが、壁溝 は検 出できなか った。

柱穴、貯蔵穴等 は検出できなかった。

出士遺物 は、北西隅付近 に少量検 出され たが、 図示可能な遺物ではなかった。

第9号 住居跡(第14・15図 、第8表)

D-11グ リッ ドを中心 に位 置す る。第8・10号 住居跡 と重複関係にあ り、本遺構が第8号 住居跡を

切 り、第10号 住居跡 に切 られている。 また、一部調査 区域外 となっている。

平面形 は、大部分 を第10号 住居跡 によって切 られ、 さ らに東壁 の一部 は調査 区域外 となっているた

め、推定長軸4.54m、 推定短軸3.79rnの 長方形のプランで、推定面積1721㎡ を測 る。主軸は、N-

53°-Eを 指す。

床 まで の深 さは約20cmで ある。

カマ ドは、東壁 のほぼ 中央部 に設 け られていた と推定 され、上部 の大 部分 を第10号 住 居跡に削平さ

れて いてわずか に痕跡 を残すだけであった。煙道 は残存 長約32cmで 北東へ延びて いた。燃焼部、 袖は

検 出で きなか った。

壁溝、柱穴、貯蔵穴等は検 出できなかった。

出土遺物 は、 ほとん ど第10号 住 居跡 によって削平 されて いたため、 わず かに検 出された に止 まった。

須恵器椀1点 が 図示で きただけであった。

第10号 住居跡(第 ユ4・16図 、第9表)

D-11・12グ リッ ドに位置す る。第7・8・9号 住居跡 と重複 関係 にあ り、本遺構が第7・8・9

号住居跡 を切 って いる。また、 プランの南東側が調査区域外 となっている。

平面形 は、東壁 の大部分 が調査 区域外 とな って いるため、軸長の測 れ る 一方で推定長442rnの 長方

形 のプ ランであ ると推定され る。主軸 は、N～37°-Eを 指す もの と推定 され る。

床 までの深 さは約17c戯 である。

カマ ドは、おそ らく北壁 に設け られて いた と推定されるが、調査 区域外 とな るため不明である。
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第8易 住居跡カマド

1黒褐色土(焼 土少量含む)
2黒褐色土(焼 土多攣に含む)

3黒 褐色土(焼 土若干含む)

し _9'

臣 』

第14図 第8・9・10号 住 居 跡

010cn1
一 二=====ヨ ⊥:4

第15図 第9号 住居跡出土遺物

第8表 第9号 住居跡出土遺物観察表

番号

1

器 種

須恵器椀

口径

(140)

器高 底径 胎土

ABDI

色調

灰色

焼成

B

残存率

40%

備 考

高台剥落 。内面重ね焼 き痕 あ り。末野産 。
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第16図 第10号 住居跡出土遺物

第9表 第10号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 紅軽 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器椀 (i7.0) 一 一 ACI 灰黄褐色 B 10% 末野産 。

2 須恵器椀 (15,2) 一一 一一 AI3DI にぶい黄色 B 10% 末野産 。

3 須恵器椀 一 6.0 ACDFI にぶい黄橦色 C 30% 酸化焔焼成 。末野産 。

4 土師器甕 203 　 一 CE 燈色 B 30% 口縁 部外 面煤付着。

5 土師器甕 20.5 24.3 4.6 CEG 燈色 B 60% 内外 面吸炭 。

6 ⊥師器台付甕 13.6 21.2 (9.8) ACDEI 浅黄燈色 C 30% 全体 に磨 滅。

7 土師器台付甕 12.0 一 一 ACDG 榿色 B 70%

壁溝、柱穴、貯蔵穴等は検出で きなかった。

出土遺物 は、 比較的 まとまって検 出 され、須 恵器椀、土師器甕 ・台付甕等 が検 出できた。

第11号 住居 跡(第17図 、第10表)

G-5・6グ リッ ドに位置す る。

平面形 は長軸4.26rn、 短軸3。59rnの 長方形のプランで、面積15.29㎡ を測 る。主軸 は、N-37°-

Eを 指す。

床 までの深さは約26cmで ある。

ピ ッ トが2つ 西壁沿 いに検 出されたが、柱穴で あるかは不明である。それぞれ の規模は、P1が 径28

×23cm、P2が 径41×40c狙 であ る。ちなみに、P2は 住居 内外 を跨 ぐ形で検 出され た。
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カマ ドは北壁 の東寄 りに設 け られ、燃焼部付近のみ検 出できた。煙道 は、おそ らく北東方 向に向か っ

て延びている と考 え られる。袖 は検 出で きなかった。 また、 カマ ドの構築材 として粘土 を使用 して、壁

体である ロームに貼 り付 けてあった ことが確認できた。

壁溝、貯蔵 穴等 は検 出できなか った、

出土遺物の出土 量は少なかったが、 カマ ド内及びカマ ド周辺を中心 に検 出された。須恵器蓋 ・甕、土

師器甕等が検 出された。

包 _A

%

第11号住居跡カマド
1焼土粒子層
2炭化物層
3褐色土(焼土、炭化物混入)
4粘土層(焼士混入)
5炭化物層
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第17図

第10表 第11号 住居跡出土遺物観察表

第11号 住居跡 ・出土遺物

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器蓋 (9.0) AB 褐灰色 A 30% つまみ有無不明 。自然紬付 着 。

2 ±師器椀 (15.7) 一 一 ACH にぶい黄榿色 C 20%

3 土師器甕 (18.0) ACD 橦色 B 20%

4 土師器甕 一 (4.4) ABCE 榿色 A 10%

5 須恵器甕 　 　 　 A 黄灰色 A 胴部 外面:平 行 叩き 目 。内面:青 海波文 。

6 須恵器甕 一 A 灰色 A 胴部 外面:平 行 叩き 目 。内面:青 海波文 。
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第12号 住居跡(第18図 、第11表)

C・D～9・10グ リッ ドに位 置す る。第3号 土 坑 と重複 関係 にあるが、新 旧関係 は明 らか にで きな

かった。

平面形 は長軸4.33rn、 短軸395mの 長方形のプ ランで、面積 ユ7。10㎡を測 る。主軸 は、第1カ マ ド

時 にN-71°-Wを 、第2カ マ ド時にN-18°-Eを 指す。

床 まで の深 さは約44cmで ある。

カマ ドは、作 り替えが確認 され、最初 は西壁 の第1カ マ ドで、南寄 りに設 け られ、煙道 は幅約47cm

で、長 さ約98cm北 西へ延びて いる。移 築後 の第2カ マ ドは、北壁 の東寄 りに設け られ、煙道は幅約30

cmで 、 長さ約76cm北 東 へ延びて いる。移築 された関係 で燃焼部 は第2カ マ ドでのみ確認 され、床面 を

わずか に掘 り窪めてあった。袖 も同様で第2カ マ ドにわず かに痕跡が認め られた。

壁はほぼ 垂直に立ち上がって いたが、壁溝は検 出で きなかった。

柱穴、貯 蔵穴等は検 出できなか った。

出土遺物 は、住居 のほぼ全体 に分布 して大量に検 出されたが、特 に第2カ マ ド内及びカマ ド周辺に多

く見 られた。須 恵器蓋 ・杯 を中心 に、土師器甕等が検 出され、須恵器 の大甕 の出土が 目を引いた。 この

甕は、第1カ マ ド付近 の住居南西隅 に据え られ た状態で検 出された。 また、土器 の時期幅が認め られ た

が、 これ はカマ ドを移築 して長期 にわたって使用 された傍証である と考 える。

第13号 住居 跡(第19図 、第12表)

1・J-3グ リッ ドに位置する。

平面形は長軸4.56m、 短軸4.00mの やや台形を呈 した長方形 のプ ランで、面積18.24n了 を測 る。主

軸 は、N-59°-Eを 指す。

床 までの深 さは約38cmで ある。

カマ ドは東壁 のほぼ 中央部 に設け られ、煙道は幅約44cmで 、長さは約1.54mと 長 く、北東へ延びてい

る。燃焼部 は床面か ら約28cm掘 り窪めて作 られお り、 カマ ドに向かって右手に直径36cmの ピ ッ トが存

在す る。袖は不明確ではあるが、左右 両側 にやや痕跡が認め られた。 また、カマ ドの埋土 を観察する と、

カマ ド構築 の際 に使われた粘土 が、そ のままで少な くとも2回 にわたって崩落 して いる状態が確認で きた。

貯蔵穴 と考 え られるピ ッ トがカマ ド右脇 に検出できた。規模は、径67cm×59cmで ある。

壁溝、柱 穴は検 出できなか った。

出土遺物 は、カマ ド内及び、散在 して住居 全体 に広が って検出 された。土師器圷 ・甕、須恵器杯等が

検 出 され、土 師器甕 はカマ ドの煙道煙出 し付近に落 ち込んで検出 された。

第14号 住居 跡(第20図 、第13表)

H・1-3グ リッ ドに位置する。

第11表 第12号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器蓋 (18鴻 3.7 → ABDI 灰白色 A 30% 末野産 。

2 須恵器蓋 12.6 1.2 … AHI 灰色 A 95% 南比企産 。

3 須恵器圷 12.8 4.2 7.2

4 須恵器杯 12.8 3.5 7.8 ACDHI 黄灰色 B 85% 南比企産 。

5 須恵器杯 13.0 3.2 6.8

6 須恵器杯 13.2 3.3 8.1 BCDI にぶい黄機色 C 65驚 末野産 。

7 須恵器甕 　 一 一 AB 灰色 A 60%
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第12号 住居跡カマド2
1*占ニヒ著鉱子層

2粘 土粒子・焼土粒子層(土 器含む)

3粘 土粒子癬(焼 土多量、灰少量含む)
4粘 土粒子層(焼 土少量言む)
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第18図 第12号 住居跡 ・出土遺物
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第12表 第13号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器圷 12.6 3.4 　 ACD 燈色 B 50%

2 須恵器杯 (12.5) 3.6 6.0 ADI 灰色 A 45% 末野産 。

3 須恵器杯 崩一一剛 一一一 (6.3) ABDEI 灰白色 C 15% 酸化焔焼成 。末野産 。

4 須恵器杯 (11.6) 3.9 6.4 ACDI 明赤褐色 C 65% 外面黒斑あ り。酸化 焔焼成。

5 土師器甕 18.9 23.4 8、⊂} DE 明赤褐色 A 50%

6 土師器甕 21.5 四 CDEI 榿色 B 30%

7 士師器甕 20.7 　 　 CDE 機色 A 25% Nα8と 同 個 体か?

8 土師器甕 一 一 4.6 ACDG にぶい黄機色 B 15% 外面黒斑あ り。No.7と 同一個体か?

第13表 第 糾 号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 (13,0) 2.6 一 ACD 明赤褐色 B 25%

2 土師器杯 (146) 2.9 一 ACD 縫色 C 30%

3 土師器」不 (⊥3.6) 3.0 一

ACDE 機色 B 25%

4 土師器椀 14.8 4.5
一一

ACD 燈色 C 50% 放射 状暗文 。

5 土師器椀 (15,7) 　 … AEF 檀色 A 20% 放射 状暗文 。

6 須恵器坪 (15.0) 3.2 9.2 AHI 灰色 A 60% 南 比企産 。

7 須恵器圷 14.9 3.4 9.4 ADHI 灰色 A 95% 南 比企産 。

8 土師器甕 幽一一 一　 一一 一 ACDI 機色 C 20% 外面 黒斑あ り、煤付着。

9 土師器甕 一一 一
5.2 ACDI 榿色 C 10%以 下 外而 煤付着。

10 土師器甕 一 皿 8.8 ACD工 榿色 B 圭5% 外 面煤 付着。

/1 須恵器長頸壼 一 一一 　　 ACF 灰色 A lo%以 下 胴部 内面:青 海波文 。

12 須恵器甕 (32.6) 町一7-1 ABD 灰色 A 10%以 下 末野産 。

13 須恵器甕 　 一 一 AN 暗灰色 A 10% 自然霜 付着 。

亙4 須恵器甕 一一一一 …n一 肖… ADI 灰色 A 胴部 外画:格 子則き階。内面:青 海波文 。末野産 。

15 須恵器甕 一一 一
ABD 暗灰色 A 胴部 外面:平 行叩き目。内面:青 海波文 。自然粕付着 。末野産 。

16 須恵器甕 一 一 一 ABDI 暗灰色 A 胴部 外面:格 子叩き同。内面:青 海波文。末野産 。

17 須恵器甕 一一 A 暗灰色 A 胴部 外面:平 行 叩き 目。内面:青 海波文 。

平面形 は長軸3.041n、 短軸2.60mの 長方形 のプランで、 面積7。90㎡ を測 り、 小規模 な ものであっ

た。主軸 は、N-48°-Eを 指す。

床 まで の深 さは約19cmで ある。

カマ ドは東壁 の南寄 りに設け られ、煙道は幅約46cmで 、長 さ約60cm北 東へ延びて いる。燃焼部は床

面か ら約10cm掘 り窪めて作 られていた。袖 は明確 には検出で きなかった。

壁溝、柱穴、貯蔵穴等は検 出できなかった。

出土遺物 は、比較的多 く住居 全体 に分布 してお り、土器 に混 じって拳大以 上の川原石が 出土 した。土

師器圷 ・甕、須恵器杯 ・壺 ・甕等 が検 出された。土師器圷 には放射 状暗文が施 された ものも見 られた。

第15号 住居跡(第21図 、第14表)

1-4・5グ リッ ドに位 置す る。

平 面形は長軸4.14m、 短軸3。51mの 長方形 のプ ランで、面積14.53㎡2を 測 る。主軸は、N-49°-

Eを 指す。

床 まで の深 さは約40cn1で ある。

カマ ドは東壁 のやや南寄 りの中央部 に設 け られ、煙道 は幅約60cmで 、長さ約80cm北 東へ延びている

が、煙道の大部分が削平されて いると考 え られ る。燃焼部 は床面か ら約27CIll掘 り窪めて作 られていた。

袖 は不明確ではあ るが、左側 にやや痕跡が認め られた。 また、 カマ ドの埋土 にはカマ ド構 築材である粘

土 の崩落が確認で きた。

壁は ほぼ垂直 に立ち上がって いたが、壁溝は検 出できなかった。
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柱穴 、貯蔵 穴等 は検 出できなか った。 また、住居 の北西隅 に規模 にして、長 さL5m、 幅0.5～0。8

mの 窪み が存在 した。

西壁寄 りの床面で焼土 と灰が広がる部分 が確認で きた。

出土遺物 は、住居全体 に散在 していた。土 師器杯 ・椀 ・甕、須恵器圷等が検 出できた。

第15一号住居跡カマ ド
1粘土 【カマド糟築崩落甥

2黄 褐色土

3粘 土中に焼土、灰混入層

一===ヨ エ、、。

薪
尾

。 萎 ノ2

2 .考

㌦_」 塾_妙5

欝
第21図

第14表 第 樽 号住居跡出土遺物観察表

z

第15号 住居跡 ・出土遺物

0]Ocm

ヒ=======±========ヨ1・4

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 ±師器杯 (13.2) 　 　 ACDEI 燈色 B 20%

2 土師器杯 (玉3.2)
一 一 ACDE 縫色 C 10%

3 土師器杯 (16.1) 一一 　 ACDEI 榿色 B 15%

4 土師器椀 (18.0) ACDE 燈色 B 25% 内外面煤 付着。

5 須恵器杯 一 一 (9.7) AFH 灰白色 A 15%

6 土師器甕 (21.6) ACDE 明赤褐色 A 15%
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第16号 住居跡(第22図 、第15表)

H-5グ リッ ドに位置す る。

平 面形 は長軸3.64rn、 短軸3.28mの ほぼ正方形のプ ランで、面積11.93㎡ を測 るやや 小規模な もの

である。主軸 は、N-19°-Eを 指す。

床 まで の深 さは約34cmで ある。

カマ ドは北壁 の東寄 りに設け られ、煙 道は幅約43cmで 、長 さ約1.17m北 東へ延びている。燃焼部、

袖は検 出できなかったが、カマ ド燃焼部 と考 え られ る箇所 は トンネル状の まま検出できた。 また、 カマ

ドの構築材 は白色粘土及び暗茶褐色土 を使用 し、壁体 はローム をそ のまま利用 している ことが確認で き

た。

壁はや や傾斜 しているが ほぼ直立 して いる。壁溝 は、東壁 か ら南壁 にかけて と、西壁 か ら北壁 にか け

ピー1.60

薯 z

膨継魏
ミ

第22図

第15表 第16号 住居跡出土遺物観察表

よ蕪礁
第16号 住居跡 ・出土遺物

番号 器 種 口径 器高 底径 胎± 色調 焼成 残存率 備 考

1

2

90

上師器杯

上師器杯

須恵器甕

(13.2)

(15.5) 二
　 一

三
一一

ABCDEG

AIII

AB

にぶい縫色

機色

灰色

B

C

A

20%

10%以 下

底 部 外爾:平 行 叩き 目。 内面:青 海波 文。
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第23図 第17号 住居跡 ・出土遺物

第16表 第17号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考
1 土師器杯 (12.6) 一 一 ACDE 燈色 B 25%

2 須恵器圷 一 一 (8.6) ABD 黄灰色 A 15% 末野産 。

3 須恵器杯 　 … (8.2) ABGI 黄灰色 A 10% 末野産 。

4 土師器甕 (23.2) 　 一 ACDG にぶい褐色 B 10%以 下 内外面煤付着。

5 土師器甕 一 一 5.6 ACEG 燈色 A 10%以 下

6 須恵器長頸壺 一 一 丁 一
AB 灰色 A 10%以 下

7 須恵器甕 一 　 　 AB 灰色 C 胴部 外面:平 行叩 き目。 内面:青 海波文。

8 土錘 長 さ4.3 幅L3 厚 さ1.8
… 一 一 100% 重 さ12.79。
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ての連続 した状態ではな く2箇 所に途切 れた状態で、双方 ともL字 状に検 出され た。幅は、広い ところ

で約24cm、 狭 いところで約8cmを 測 る。

柱穴、貯蔵穴等 は検出できなかった。

出土遺物は、量が少な く散在す る程度で あった。土師器圷、須 恵器甕等が検 出で きた。

第17号 住居跡(第23図 、第16表)

E・F-5グ リッ ドに位置す る。第1号 溝跡 と重複 関係にあ り、本遺構が切 られている。

平面形 は長軸3。58rn、 短 軸3.32mの ほぼ正 方形 のプ ランで、面積IL88㎡ を測 る。 主軸は、N-

136Q-Eを 指す。

カマ ドは南壁の西隅に設 け られ、煙道 は幅約58cmで 、長 さ約60cm南 へ延びて いる。カマ ドは、第1

号溝跡に切 られていたためわずか に残存 していただけで、燃焼部、袖 とも検 出できなか った。

壁はほぼ垂 直に立 ち上が って いたが、壁溝 は検 出で きなか った。

柱 穴、貯蔵穴等 は検 出で きなか った。

出土遺物 は、住居全面 に広が って分布 してお り、土器 に混 じって川原石 も大量 に出土 した。 また、 カ

マ ド内にも土器破片が検出できた。土 師器圷 ・甕、須恵器圷 ・壷 ・甕等 のほか、土錘が検出できた。

2土 坑

土坑は、総数 にして5基 検 出 した。第5号 土坑 を除いてプ ランが隅丸長方形 を呈する ものであった。

第1号 土坑(第24図)

H-4グ リッ ドに位 置す る。

平面形は隅丸長方形 のプランで あ り、長軸2.21rn、 短軸0.531n、 深 さ13cmを 測る。

出土遺物は、検 出できなか った。

第2号 土坑(第24図)

G・H-4グ リッ ドに位置する。

平面形はやや変形 した隅丸長方形のプ ランであ り、長軸Ll4m、 短軸0.64rn、 深 さ26cmを 測 る。

底面 は、若干起伏が あ り二段になっていた。

出土遺物 は、検 出で きなかった。

第3号 土坑(第24図)

C-10グ リッ ドに位置す る。第12号 住居跡 と重複関係 にあるが、新 旧関係は明 らか にできなかった。

平面 形はやや楕 円形 に近い隅丸長方形 のプラ ンであ り、長軸1.52rn、 推定短軸0.73m、 深 さ41cm

を測 る。

出土遺物は、須恵器破片や川原石が検出で きたが、 図示可能 な遺物で はなか った。

第4号 土坑(第24図)

C-8グ リッ ドに位置す る。

平面形は隅丸 長方形 のプランであ り、長軸1.60m、 短軸1.03rn、 深 さ35cmを 測る。

埋土 は、 自然堆積 と思われ る。

出土遺物 は、検 出で きなか った。
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第5号 土坑(第24図)

B・C-9グ リッ ドに位置す る。

平面形は不整形 なプ ランであ り、長軸2.63m、 短軸2.24rn、 深 さ8cmを 測 る。

底面は、かな り起伏 があ り、大 小のピッ ト状の窪みが6つ 存在す る。

出土遺物はわず か に検 出できたが、 図示可能な遺物ではなかった。

第1号 土坑

紙_
＼
〉

」

第2号 土坑 貧う3号・ニヒ誘ゴL

恕一
第5号 土坑

<ヱ り＼ 、
起 』

蕪

』

L ..A

撫
A_」 堅'

縫
第4号 土坑

/褐 色 ヒ(目 色スコ リア多墾に含む)

2暗 褐 色一1、(粘Lブ ロック ・粒チ多翅に含む)

A_」一 」
L-一 一一 一 一 一 一ヨ1G〔}

第24図 第1～5号 土 坑

3ピ ッ ト

ピ ッ トは、総数 にして59基 検出 した。ピ ッ トは、い くつかの群 をな して検 出で きた。第1群 は、第

11号 住居跡 の東 で、第16号 住 居跡 の南 で ある。第2群 は、第3号 住居 跡 の東 であ る。第3群 は、第

12号 住居跡 の西で、第5号 土坑周辺 である。第1群 と第2群 は、調査 区域外 を挟んで離 れているよ うに

見 えるが一群 を形成 していた可能性が考 え られ る。 これ らのピ ッ トは、埋ニヒ等 に共通性があるが、 整然

とした建物等 を想定す ることはできなか った。 また、遺物が検 出できたピッ トは ほとん どなかった。

以下、全て一覧表 にして掲載する(第25・26・27・29図 、第17表)。
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第17表 ピッ トー覧表

ン寧フ

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

円
筋
円

赫
円
円
欝

箪
妨
円
塁

筋
筋

円
円

方
方
方
紡

円

楕

隅
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第27図 第49～58号 ピ ッ ト

4火 葬跡

火葬跡 は、総数 に して1基 検出 した。第3号 住居跡 の東隅付近で、ピ ッ トが群 を形成 して いる箇所 の

西で唯一検 出で きた。

第1号 火葬跡

4L」:1灰 褐色粘配(力 漉 くしまる、焼1ブ ・・ック多量に含む)
2灰 褐色土(軟 弱、粘土粒r、焼上、骨ハ含む)

轟 げ 響獅∴ヒ==一:40

第28図 第1号 火葬跡
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第1号 火葬跡(第28図)

F-7グ リッ ドに位置す る。

平面形はやや隅丸方形 を呈す る楕 円形の燃焼部 に、不整形 な張 り出し状の空気取 り入れ 口が付 くプラ

ンであ り、 長軸84c憩 、短軸62c厭 、深 さ24cmを 測る。 燃焼部だけの長軸 は62cmで ある。

空気取 り入れ 口の方位 は、N-140°-Wで あった。

燃 焼部 の底面はやや舟底状で、壁はやや袋状に立ち上 がっていた。内面では、骨片が多量 に焼土や炭

化材に混 じって検 出され た。

出土遺物 は、骨片以外検 出で きなか った。

5溝 跡

溝跡は、総数 にして2条 検 出 した。第1号 溝跡は、調査時 には道路状遺構 と捉えていたが、 本報告で

は溝跡 として報告する。

第1号 溝跡(第29図 、第18表)

H-2グ リッドか らE-5グ リッ ドにかけて位置する。第17号 住居跡、第59号 ピ ッ トと重複関係 に

あ り、本遺構が第17号 住居 跡を切 って いる。第59号 ピ ッ トとの新 旧関係は 明 らか にできなかった。 ま

た、 トレンチ状 の調査区のため途切れ途切れ の検出で、 北及 び南へ延び ると推測 され る。

規模 は、検 出残存長が推定部分 も含 めて24.5m、 幅38～90cm、 断面形は舟底 状で深 さ25～33cm

を測 る。

溝 はやや蛇行 して南北方向に走 る。 また、第2号 溝跡 とほぼ並行 し、そ の距離 は約1.4mを 測 る。

溝 の上層 には礫が敷き詰め られ たように検 出され、その間 に遺物 が落 ち込 むように出土 した。

出土遺物 は、須恵器 長頸壷 ・甕等 に混 じって、陶器鉢の底部破片、元亨四年(1324年)銘 の板 石塔

婆 が出土 した。 このことか ら、本遺構 の所属時期は陶器や板石塔婆の示す年代 と推定 され る。

第2号 溝跡(第29図)

G-4グ リッ ドを中心 に位置する。 北及び南が調査 区域外 となっている。

規模 は、検 出残存長7。4rn、 幅51～56cmを 測 る。 断面形 は舟底状 を呈するが、北の一部 の底面で、

ブ リッジ状 に掘 り残 されて いる部分が確認 できた。

出土遺物 は、第1号 溝跡 と同様 に礫 に混 じって土器が検 出できたが、 図示可能 な遺物 ではなかった。

時期 は、 第1号 溝跡 と同時期の可能性が考 え られ る。

第18表 第1号 溝跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器長頸壺 一 一 一 AB 灰色 A 10%以 下

2 須恵器甕 へ 一 ABE にぶい黄燈色 A 胴部 外 面:格 子叩き 穏 。内面:青 海波 文 。

3 須恵器甕 闇…1 一 一目 AB 灰色 A 胴部 外 面:平 行叩き 目 。内面:青 海波 文 。

4 須恵器甕 一 一 　
ABF 灰色 A 胴部 外 面:格 子叩き 日 。内面:青 海 波文 。末野産 。

5 須恵器甕 一 一 ADF 灰色 A 胴部 外 面:格 子叩き 目 。内面:蒔 海 波文 。未野産 。

6 陶器鉢 一 旧 (14.0) ABCF 褐灰色 C 10%以 下

7 板石塔婆 高さ202 幅2.5 厚 さ2.9
一 一 上 ・下部欠損 種子1阿 弥陀三尊(阿 弥陀 欠損 、蓮座以 下残存)。

紀年銘:元 享四年 甲子 十□月[]日 。

緑泥片岩製 。
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6遺 構外出土遺物

表土除去の際に出土 した遺物、遺構外グリッド出土遺物及び表採遺物を掲載する

19表)。 縄文時代から中世までの土器、石器、土製品が見られた。

第19表 遺構外出土遺物観察表

(第30・31図 、 第

番号 器 種 幽土位置 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 表 採 (10.8) AC 榿色 A ]o%

2 土師器杯 表土除去 (13,6) 一 一 ACE 機色 B 10%

3 土師器圷 B4グ リッド (14.9) 一 AEGI 禮色 B 15% 内面煤 付着 。

4 土師器圷 表土除去 (12.4) 一 … ACDE 明赤褐色 B 20%

5 須恵器蓋 表土除去 …"罹 一 一 幽' 一 一 ACD 檀色 C 10%以 下 末 野産 。

6 須恵器蓋 表土除去 (18.7) 　 ABEFG 灰色 A 10%

7 須恵器椀 表土除去 (12.0) 一 (6.8) ABH 灰白色 A 10% 南 比企産 。

8 須恵器杯 表土除去 一 一 (8.2) ABH 黄灰 色 ト A 10%以 下 南比企産 。

9 須恵器杯 Aグ リッド 一_門 … 一 (5.8) ABH 灰色 A 15% 南比企産 。

10 須恵器杯 表土除去 一 一 一一一 (9.0) ABFH 灰黄色 A 10% 南比企産 。

11 須恵器杯 表土除去 一 … (7.2) AHI 灰色 A 15% 南比企産 。

12 須恵器杯 Aグ リッド 一 一
(6。0) ABFG 灰色 A 20%

13 須恵器圷 Aグ リッド 一 　 (7.7) ABFH 灰白色 A 15% 南比企産 。

14 須恵器圷 Aグ リッド 一_1 "一 (6.8> ABD 灰色 A 10% 末野産 。

15 土師器杯 表 採 一 6.0 ABEG 檀色 C 40% 酸化焔焼成 。

16 須恵器杯 表土除去 (12。6)
一 一 ABD 灰色 A 10% 末野産 。

17 須恵器杯 Aグ リッド (13.5) 一 　 AI 灰色 A 】5%

18 須恵器圷 表土除去 (12.6) … …. ABHI 灰色 A 35% 南比企産 。

19 須恵器圷 Aグ リッド (12.6) 一 一 ABD 灰色 A 10% 末野産 。

20 須恵器椀 表土除去 (12.5) ㎝_ 一 一 ABD 灰色 A 10% 末野産 。

21 土師器台付甕 Aグ リッド (13.2) 一一一 　 ACDE 榿色 B 10%

22 須恵器短頸壷 Aグ リッド (12.4) 　 一
ABI 褐灰色 A 10% 自然紬付着 。

23 須恵器甕 表±除去 　 一 (13,5) AFI 褐灰色 A 玲%以 下

24 須恵器甕 表土除去
一 　 一 一一 (10.7) ABI 灰色 A 10%以 下

25 須恵器甕 表土除去 一闇噌　 一 一 AB 灰色 A 胴部(肩 部) 外面:格子叩き目。内面:青海波文 。自然粕付着。

26 須恵器甕 表土除去 　 一 一 ABG 灰色 A 胴部 外面:格 子叩き 目 。内 面:青 海波 文 。

27 須恵器甕 表土除去 一 了hh「 げ

AD 灰色 A 胴部 外面:平行叩き目。内面:青 海波文 。末野産 。

28 須恵器甕 表土除去 "ゴ 一 一 　 AG 灰色 A 1同部(齢附近) 外面:平 行叩き 目 。内面:青 海波 文 。

29 須恵器甕 表土除去 … 一 一"一 一 一 A 灰色 A 胴部 外面:平 行叩き 目 。内面:青 海波 文 。

30 須恵器甕 表土除去 　 一 　 AD 灰色 A 厚同部 外面:平 行叩き日。内面:青海波文 。末野産。

31 須恵器甕 表土除去 一 一 　 _ AB 灰色 A 胴部 外 面1平 行叩き 目 。内面:青 海波文 。

32 陶器こね鉢 Eグ リッド 一 一 (9.5) ABI 灰色 A /0% 内面平滑 。

33 羽 口 表:ヒ除去 長 さ6,0 外 径(5.0) 孔径(L8) .一 一 一 一一一 欠損 先端部ガ ラス ・発泡化 。

34 土錘 表 採 長 さ4.9 幅1.4 厚 さL3 一 一 m… 闇… 100% 重 さ8.8g。

35 縄文土器深鉢 B1グ1}ッ ド ・一 一 一 一 にぶい機色 　 胴部

36 弥生土器壺 表±除去 　 一 (7,0> … ㎞舳 機色 一 一
底 部 、網 代痕 。

37 打製石斧 D1グ リッド 長 さ10.0 幅7.2 厚 さL8 　 　 一 一一一 ・部 欠 損1重 さ150g
。簸 形 。

7
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第30図 遺構外出土遺物(1)
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V調 査のまとめ

1三 ヶ尻遺跡について

(1)は じめ に

三 ヶ尻遺 跡 ・三 ヶ尻古墳群 の調査は、調査原因が違 うものの今 回の報告 を含 めて過去7回 実施され た。

その内今 回の報告は、三尻 中学校遺跡 として調査 された ものである。 また、三 ヶ尻遺跡はおのおのの調

査地点等 で遺 跡名 を呼称 し、三 ヶ尻天王遺跡、三 ヶ尻林遺 跡、三 ヶ尻上古遺跡(埼 玉県 重要遺 跡緊急調

査報告書Hで は三 ヶ尻遺跡)の ほか三 ヶ尻古墳群 となっていた ものを、平成8年 度 に埼玉県埋蔵文化財

包蔵地調査 カー ドを整備 した時点で全て整理 ・統合 し、1つ の集落跡 ・墓跡遺跡 として 「三 ヶ尻遺 跡」 と

し、古墳 に関 しては 「三 ヶ尻古墳群」 として分離 して、遺 跡名及び範 囲の変更 ・修正 を行 った。今 回の

報告 を含 めて遺跡の全体 の中で見れば、 これ まで発掘調査 されたのはご く一部分 になる と言わざるを得

な い。 しか し、近年住宅 の増加等 の開発 によって遺跡の全 貌が明 らかにな りつつ ある反面、遺 跡が破壊

されて行 くと言った皮肉な状況 にな って いる。

三 ヶ尻遺 跡は、今後 さまざまな原 因で調査 される ことが予想 され、遺跡 の全貌が少 しず つ明 らかにさ

れてい くと考 えるが、 ここでは、過去 にお ける調査の成果 を簡単 にまとめてお きたい と思 う。 なお、成

果の概略は、熊谷市三 ヶ尻遺跡調査会埋蔵文化財調査 報告 書 『三 ヶ尻遺跡』 にお いて もまとめ られてお

り、詳細 については、過 去に報告 された調査報告書 を参 照され たい。

(2)三 ヶ尻天王遺 跡

調査は、 遺跡東部の埼玉県教育委員会が主体 に行 った地点 と、遺跡 中央部やや北の熊谷 市教育委員会

が主体に行 った地点 である。後者は、天王遺跡 として調査 した。

前者において検 出された遺構 ・遺物は、古墳時代後期 の古墳6基 、竪穴住居跡7軒 、中世?の 溝跡2

条、時期不 明の掘立柱建物跡3棟 、竪穴遺構4基 、土坑90基 、 ピ ッ ト群等 で、縄文土器、土 師器、須

恵器、埴輪 、土錘、鉄嫉 ・刀子 ・鋤等 の鉄製品、砥石 、ガ ラス玉、 中 ・近世の土器等が出土 した。

後者 において検 出された遺構 ・遺物は、縄文時代中期後 半の竪穴住居跡、 中期か ら後期 の土坑、包含

層、古墳時代後 期の竪穴住居跡、奈 良 ・平安時代 の竪穴住居跡、集石土坑、 中世の土坑墓232基 、 ピ ッ

ト群、集石遺構 等で、縄文土器、石器、土師器、須恵器、土錘、土 師質土器、焙烙、古銭等が出土 した。

この地点では、縄文 時代 中期か ら後期 の集落、古墳 時代 の集落 ・墓地、 中世 の墓地等が明 らかにな り、

台地上の集 落の変遷、 墓域 が確認で きた。

本調査地点の内前者は、本報告済みで ある。

(3)三 ヶ尻林遺跡

調査は、 遺跡の南部で埼 玉県教育委員会及び(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業団が主体 に行った地点

で ある。 この付近は、古墳が密集す る箇所で三 ヶ尻古 墳群 の中心 となる場所で ある。

調査区は5つ あ り、検 出され た遺構 ・遺物は、縄文時代前期 の竪穴住居跡12軒 、 土坑22基 、古墳 時

代後期の古 墳16基 、箱式石棺1基 、土坑64基 、竪穴遺構1基 、平安時代?の 溝跡2条 、近世以降の溝

跡2条 であ り、 縄文 土器、石器、土師器、須恵器、埴 輪、 耳環、銅釧、直刀、鉄嫉、玉類が出土 した。

この地点 では、縄 文時代前期 の集落、古墳時代の墓 地等 が明 らか にな り、三 ヶ尻天王遺 跡の成果 と合

わせる と、 台地の中程 で縄文時代前期 の集落が営 まれ、台地 の先端方 向にむか って集落域が移動 し中期、
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後期 には台地 先端付近 に集落域が広 がった と推測で きる。一方 、古墳群は、台地の中程 で低地 を望 む地

区に主に築 かれ た ことが 明 らか になった。

本 調査地点 は、本報告済みで ある。

(4)三 ヶ尻上古遺跡

本地点 は、調査 され たものではな く、農作業 中に偶然土器が 出土 し知 られ るところ となった。具体的

な出土地 点は不 明で あるが、 『埼玉県 重要遺跡緊急調査報告書H』 によると、遺跡に北部 台地 の先端部、

三 ヶ尻天王遺跡地点近辺で、弥生時代中期 中頃の 「須和 田式」期 の壷形土器が数個体 ま とまって発 見さ

れた。 これ らの土器 は、再葬墓の 可能性が指摘 され てお り、 この近辺 に当該期の集落 の存在 も示唆 され

る。 これは、他 の地点 の調査成果 と合せて考 えれば、台地 中程 の縄文時代前期集落、台地 先端付近 の中

期か ら後 期の集落、 そ して、弥生時代前期 は不 明であるが、それ に続 く中期の集落及 び墓地へ と時期 を

追って変 遷が辿れ る ことにな る。そ して、 古墳時代後期 には集落域及び墓域 とな り、それ以降 に続 くと

推測 される。

(5)三 ヶ尻遺跡

調査は、平成8年 度 の遺跡範囲修正後の調査 で、熊谷市三 ヶ尻遺跡調査会が主体 となって行われ た地

点である。遺跡 の北部、 ち ょうど台地が低地に向かって さが って いく斜面下で、検 出され た遺構 ・遺物

は、時期不明の掘立柱建物跡3棟 、溝跡2条 、土坑20基 、 ピ ッ ト群のほか遺物包含層で、包含層 中か

ら奈良時代を主体 とす る古墳時代後期か ら奈良 ・平安時代 の土師器、須恵器、灰紬陶器 が出土 した。 こ

のことか ら、 これ らの遺構は奈 良時代の可能性が考 え られ る。そ のほか、弥生土器、石器、土錘、刀 子、

磁器(青 磁)も 出:ヒしている。

この地点の集落 は、今 回報告 の集落域 に含めて考 えても良いのではな いだ ろうか。

本調査地点は、本 報告済みで ある。

(6)三 ヶ尻古 墳群

古墳群 については、三 ヶ尻天 王遺跡地点、三 ヶ尻 林遺 跡地点 にお いて古墳が検出 されているほかに、

熊谷市教育委 員会 が主体 とな り調査 した三 ヶ尻字林裏所在 占墳、三 ヶ尻Nα80古 墳(現 遺跡番号熊谷59-

024-016)が ある。その成果 は、 前者は直径12m程 の円墳 で、主体部 の胴 張型横穴式石室か らは刀子、

管玉が 出土 した。 また、この古墳は現在所在地は不明であるが、字名か ら推測す ると現在 の東京電 力三 ヶ

尻変 電所付 近 と思 われ る。そ して、後 者は直径18mの 円墳で、埴輪(円 筒、人物 ・馬 の形象)、 土 師

器が 出土 した。

三 ヶ尻古墳群の古 墳は、 これ らのほか試掘調査等 で発見され た古墳 を含 めて、墳丘が現 存、 半壊、 削

平、消滅 の全 てで現在61基 確認 されて いる。 これ らの古墳 は当時100基 以上 を数える群を形成 してい

たと伝 え られ、大 きな周溝 をもつ 中型 の前方後 円墳である二 子山古墳(周 溝部分は試掘調査 によって確

認 された。)、運派塚古墳 と呼称 されて いる前方後 円墳の2基 を盟主墳 として、 円墳 とで構成 された古墳

時代後期 の大古墳群である。

以上が、三 ヶ尻遺跡及び三 ヶ尻古墳群 にお ける調査か ら判 明 した遺跡 の概要で ある。
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2三 ヶ尻遺跡の集落 について

(1)は じめに

今 回報告 す る三尻 中学校遺跡地点の集落は、櫛挽台地か ら一段 さが った標高44m前 後の低地 の部分

に形成 され た もので、 この集落域は、北 に所在す る樋 の上遺跡 の集落へ と続 くもの と考 え られ る。 この

樋の上遺 跡は、上辻 ・下辻遺跡 を含 んで三 ヶ尻 遺跡か ら北東方向へ広 がって いる古 墳時代後期 か ら奈

良 ・平安時代 に続 く大集落遺跡であ る。本報告 の集落 は、低地上 の樋 ノ上遺 跡集落 と一一連 のものと捉え、

現時点 では台地 上にお ける奈良 ・平安時代の明確 な集落 は発 見されていないが、 その台地上 に展 開す る

集落 とは別 の もの と理解 し、三 ヶ尻遺跡の範囲の修正 が必要 とな って くるのではないだろうか。

では、今 回の調査地点 にお ける竪穴住居跡を中心 とした集落 の状況 を見ていきたい と思 う。

(2)住 居 跡の変遷

本遺 跡において検 出され た住居跡は、17軒 を数え る。 この内、他の住居跡 と重複 の認 め られな い単独

検 出の住居 跡は8軒 で、そ の他 の9軒 では重複 関係が認 め られ る。 これ ら重複関係 にある住居跡 の関係

は、以下のよ うになる(旧 →新)。

① 第3号 住居跡 → 第2号 住居跡

② 第4号 住居跡 → 第5号 住居跡 → 第6号 住居跡

③ 第7号 住居跡 → 第6号 住居跡

④ 第7号 住居跡 → 第8号 住 居跡 → 第9号 住居跡 → 第10号 住居跡

それでは、以 上のような重複関係、住居伴出土器 の時期的認定、住居の形態やその位置 関係 を考慮 し

て、変 遷を考えていきたいと思 う。なお、住居跡 はSJと 記号で表記する。

1期 群

SJ3が 該当する。SJ2(V期)と 重複 関係 にあ り、伴 出遺物 よ り本遺跡 において最 も古 い時期の も

の と考 え られる。

豆期群

SJ14を 指標 として、SJ4、SJl6が 該 当す る。各々伴出遺物 によ り認定 され、SJ4の 重複関

係は、SJ5(皿 期)、SJ6(IV期)よ り古い ことを示 している。

皿期群

SJ7を 指標 として、SJ5、SJ12《 古期》、SJ15、SJ17が 該 当す る。各 々伴 出遺物 によ

り認定 され るが、SJ5の 重複 関係は、SJ4(H期)よ り新 しく、SJ6(IV期)よ り古 い ことを示 し

てい る。 また、SJ7の 重複関係は、SJ6(IV期)、SJ8(V期)よ り古 いことを示 している。そ して、

SJ12は カマ ドを移築 して いる関係で、IV期 に該 当す る遺物が 出土 し、IV期 まで存続 して いた可能性

が考え られ る。

w期 群

SJ6を 指標 として、SJ1、SJ8、SJ11、SJ12《 新期》が該 当する。SJ8を 除いて各 々

伴 出遺物 によ り認定 され るが、SJ6の 重 複関係は、SJ4(H期)、SJ5(皿 期)、 さ らにSJ7(皿

期)よ り新 しい ことを示 している。 また、SJ8の 重複 関係 は、SJ7(皿 期)よ り新 しく、SJ9(V

期)、SJlO(VI期)よ り古 いことを示す。
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V期 群

SJ13を 指標 として、SJ2、SJ9が 該 当す る。各 々の伴 出遺物か ら認定 され るが、SJ9に 関

しては、重複関係か らSJ7(皿 期)、SJ8(IV期)よ り新 し く、SJ10(W期)よ り古 いことを示 し

て いる。 また、SJ2の 重複関係は、SJ3(1期)よ り新 しいことを示 している。

VI期 群

SJ10が 該 当す る。伴 出遺物か ら認定されるが、他 との重複関係は、SJ7(皿 期)、SJ8(IV期)、

SJ9(V期)よ り新 しいことを示 している。本遺跡 にお いて、最 も新 しい時期 の もの と考 え られ る。

以上 を時間 の流れ に沿 って まとめてみる と以下 のよ うにな る。

1期 群SJ3

H期 群SJ4、SJ14、SJ16

皿期群SJ5、SJ7、SJl2《 古期》、SJl5、SJ17

1V期 群SJ1、SJ6、SJ8、SJ11、SJ12《 新期》

V期 群SJ2、SJ9、SJ13

珊期群SJ10

(3)住 居跡 出土土器 につ いて

本遺 跡住居跡 か ら出土 した土器 は、大き く土師器、須 恵器 に分 け られ る。土師器は、須 恵器 の出土量

に比べ多 く、全体 の7割 か ら8割 ほどを占め る。但 し、遺存状態 を見 ると、須恵器の状況 は比較 的良い

と言 える。

土師器 は、圷 ・甕を中心に、台付甕が若千認め られる。 一方、須恵器 は、蓋 ・杯 を中心に、 壺 ・甕が

見受け られ、甕 には大型の もの も認 め られた。

ここでは、 前項 で示 した時間的変遷 を元 に、各期住居群の出±±器 の様相 を見て いきたい と思 う。

1期

本期 に所属する土器は、土 師器 ・須恵器か らな る。土師器 には圷 ・盤 ・甕、須恵器 には壺が見 られる。

須恵器 に関 しては、蓋 ・杯等 が認 め られず不 明な点が多い。

土師器

圷は、有段 口縁圷で 口縁部を2段 に横ナデ を行 い、器高が浅 く口縁部 が逆 「ハ」 の字状 に外傾する も

の、丸底で 口縁部が若干内屈す るもの、や は り丸底で 口縁端部が短 く外 反す る ものの3種 類が ある。

盤 は、 口縁端部が短 く外反す るものである。

甕 は、胴部がやや膨 らみ ぎみの もの と、長胴 を呈す るものとがあ り、 口縁部 は前者がやや外反す るの

に対 して、後者は大 き く外反す るものである。 ヘラケ ズ リの方向は縦位 と斜位 である。

須恵器

甕 の 口縁部破片 が共伴 したが、 ラッパ状 に大き く開き、[コ縁端部が断面三角形状を呈す る。

il期

本期 に所属す る土器は、1期 と同様 に土師器 ・須恵器か らなる。土師器は杯 ・椀、須 恵器 は杯 ・壼 ・

甕が見 られ る。

土師器

丸底の圷 ・椀 であ るが、 口縁端部 を短 く外反 させ るもの、 同 じく口縁端部がやや外反ぎみに立ち上が
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り放射状暗文 を施す もの、 口縁端部 をわずか に内屈させ放射 状暗文 を施す もの、 口縁部がやや内湾ぎみ

に立ち上が るものの4種 類 がある。

須恵器

圷は、 口径 ・底径 とも大 き く底部 は平底で、底部整形は回転糸切 り後外周 回転ヘ ラケズ リである。

壺は、頸部破片で胴部内面 に青海波文 のあて具痕 を残す。

甕は、 口縁部破片で大きな 口径 のもので 口縁端部外面 に窪みを作 るよ うに整形 されている。

雛1期

本期 に所属す る土器は、 土師器 と須恵器か らな る。土師器は圷 ・甕、須恵器は蓋 ・杯 ・盤 ・壺 ・甕 と

種類が豊富で ある。

土師器

杯は、大 き く丸底のタイプ と平底 のタイ プに分 けられ る。丸 底のタイ プは 口縁部がやや内湾 ぎみに立

ち上が り、平底 タイプは 口縁部が大 き く外反す る。平底タイプ には外面 ヘラケズ リ後 ミガキ調整、内面

螺旋状暗文 を施す ものがある。

甕 は、 口縁部が 「く」の字 に外反す るもので ある。ヘ ラケズ リの方向は胴 上半部が横位ない し斜位 の

もので ある。

須恵器

杯 は、 口径 および底径が ∬期よ り小さ くな り、体部 の立ち上が りがやや 内湾 ぎみにな って くる。底部

はやや 上げ底 ぎみで、底部調整は全面回転 ヘラケズ リのもの(破 片のため推測)と 、 回転糸切 り後外周

回転 ヘラケズ リものとが混在す る。

蓋 は、扁 平な擬宝珠つ まみ と環状形のつまみが見 られ、 口縁部は下方へ折れ曲がるもので ある。

盤 は、 高台を もつもので ある。

壷は高台 をもつ もので、胴部はやや球胴状 を呈す る。

甕 は、胴 部が底部 か ら逆 「ハ」 の字 に開 くものである。

IV期

本期 に所属す る土器 は、土師器 と須恵器か らなる。土 師器 は圷 ・甕、須恵器は蓋 ・杯 ・椀 がある。

土師器

杯は、平底で底部及び底部近辺 のみヘ ラケズ リ調整の ものである。 口縁部はやや外反ぎみに直立す る

形態である。

甕は、 口縁部が 「く」 の字 に外反す るものか らやや 「コ」 の字状 にな るタイプがある。胴が大き く球

胴状 を呈す るものがあ る。ヘラケズ リの方向は胴上半部が横位 ない し斜位 のもので、下半部がやや斜位

の縦方向で ある。

須恵器

杯は、底径がやや小 さくな りや や上げ底で、底部調整は回転糸切 り後未調整で ある。 口縁部は、内湾

ぎみ に外反す るのものか ら口縁端部 がさ らにわずか に外反する ものがある。

蓋は小振 りで 口縁部が下方へ折れ曲がるもので ある。

V期

本期 に所属す る±器は、土師器 と須 恵器 か らなる。土師器は圷 ・甕 ・台付甕、須恵器 は圷 ・椀があ る。
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土師器

圷は、平底化が顕著で底部のみヘ ラケズ リ調整、体部 には指頭圧痕 を残す もので ある。 口縁 部はやや

外反 ぎみ に立ち上が る形態である。

甕は、 口縁部の 「コ」 の字状化 が顕著で ある。胴が大き く球胴状 を呈す るものが ある。ヘ ラケズ リの

方向は胴上 半部が横位ない し斜位 のもので、下 半部が斜位ない しは縦位で ある。

須恵器

杯は、底径の小型化 や底部の調 整 ・形状はIV期 同様であるが、 口縁部 は、 口縁端部がさ らにわずか に

外反す るものが増えて くる。 また、高台 をもつ椀が見 られる。本期 には、土師器杯 に取って代わ って須

恵器圷が主体 的になる。

V嘲

本期 に所属す る土器 は、土師器 と須恵器か らなる。土 師器 は甕 ・台付甕、須恵器 は杯 ・椀が ある。

土師器

杯 は、全 く姿 を消す。

甕 は、 口縁部 の 「コ」 の字状がやや崩れて くるものも見 られ る。ヘ ラケズ リの方 向は胴上 半部が横位

ない し斜位 のもので、下半部が縦位である。

台付甕 は、 口縁部 の形状は甕 と同じか もしくは崩れて外反す るものである。 ヘラケズ リは、胴 上半部

が横位 で、下半部 が縦位で ある。

須 恵器

杯 は、土師器杯 に完全 に取 って代わっている。 口縁部が大 きく逆 「ハ」 の字 に外反 し、 口縁端部が さ

らに外反す るのが主流で ある。

椀 は、酸化焔焼成で高台が断面三 角形 に退化 した ものであ る。

以上が、住居跡伴 出土器 を時期 的に区分 して様相 を見てきた もので あるが、 これ らを須恵器 ・土師器

の形態的特徴等 を考 えあわせて以下 のように年代 を設定 してみた。1期 は7世 紀末か ら8世 紀初頭、II

期は8世 紀前半代、 皿期は8世 紀後 半代、IV期 は8世 紀末か ら9世 紀前半代、V期 は9世 紀後 半代、VI

期 は9世 紀末か ら10世 紀初頭 とした。 しか し、例 えば1期 と した遺物はH期 の遺物 とほぼ 同 じ特徴 を

もつが あえて区分 した ことや、 皿期 とIV期 の区分は、あえて8世 紀後 半代か ら8世 紀末を切 り離 してIV

期 を設定 した ことな ど過渡期の土器 区分 につ いては明確 に区分 できな い部分 もあるので、おおまかな区

分 として捉えてお きたい と思 う。

(4)住 居跡の分布 について

検出できた住 居跡 を時期 的に区分す ると、住居 跡の重複 関係や伴出土器の検討等か ら分類 して、前述

のとお り1期 か らW期 までおお まかに分 け られ た。 これ らの時期別住居跡 の分布状況 は、第32図 の と

お りである。 これ を元に、 限 られた調査範囲の成果 ではあるが、住居跡の分布状況やカマ ド設置方 向等

の形態的特徴 か ら集落の変遷状況 を見て いきたい と思 う。

1期 には、1軒 の住居跡 が該 当す る。第3号 住 居跡 で西壁 にカマ ドをもつ比較的大 きな正方形状 のプ

ランである。

H期 には、3軒 の住居跡 が該 当す る。カマ ド設置箇所 につ いては1期 の住 居跡 とは方 向を異 に し、 北
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になってい る。 また、 第4号 住居 跡 と第16号 住居 跡がほぼ 同 じで北壁 にある。 プ ランを見てみ ると、

大小の差 はあるが第14号 住居跡 と第16号 住居跡がカマ ドと直交方向が横長 の長方形プ ランで ある。距

離 的な ことを見 てみると、第14号 住居 跡 と第16号 住居跡は、約3mで 近接 しているが、第4号 住居跡

は離れ て各 々か ら約15m、 約10mで ある。

皿期 には、5軒 の住居跡が該当する。 カマ ド設置箇所は、第17号 住居 跡を除いて 西壁 に設置 された も

の と、 北壁 に設置 された もの に2分 され る。プランは、第17号 住居 跡 を除 くと長方 形で比較的規模 が

大 き く、第7号 住居跡 は飛び抜けて大きいが、他 は15㎡ 前後 である。距離的 に見てみる と、第5・7・

12号 住居跡 は、互 いに近接 してお り、第15・17号 住居跡が これ らとは離 れた位置 に営 まれて いる。

IV期 には、5軒 の住居跡が該当する。 カマ ド設置箇所は第1号 住居跡がやや軸が異な るが、 ほぼ全て

北壁 に設置 されて いる。第12号 住 居跡 においては、 この時期 に西壁か ら北壁 に移築 されて いる。プ ラ

ンはいずれ もカマ ド軸方向が長い長方形プ ランで、規模は第1号 住居跡がやや 小振 りで、第8号 住居跡

が大振 りであるのを除 いて約15㎡ で共通 して いる。位 置 については、第6・8・12号 住居跡が前時期

であ る皿期 の位 置 と同 じかほぼ 同 じで あるのに対 して、第1・11号 住居跡は これ らと離 れた位置 に営

まれている。

V期 には、3軒 の住居跡が該当する。第9号 住居跡 を除 いてカマ ドの軸方向が長 い長方形 のプランで

あるが、規模 について はいずれ も約17～18㎡ である。 カマ ドの設置箇所は、やや軸がぶれ るがおおよ

そ北壁 に設 け られ ている。 あえて言 うな らば、第9号 住居跡 と第13号 住居跡がほぼ 同 じである。一方、

OIQm
一 ゴ16〔,O

第32図 時期別住居跡分布図
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位置的 に見 てみ る と、距離 の大小はあるが、互 いに離れ間隔 をあけて営 まれ ている。

VI期 には、1軒 該当する。第10号 住居跡 であるが、東側 のほ とん どが調査 区域外 となってお り、詳

細 は不 明である。 カマ ドは、北壁に設置 されて いた と推測される。位置 は、W期 、V期 に続いて同 じ位

置に営 まれている。

以上のよ うに、住居跡 の分布や形態 的特徴等か ら各期 における特徴 的事象 がい くつか看 取できた。す

なわち、本遺跡 においては、1期(7世 紀末か ら8世 紀初頭)つ まり奈良時代 の幕 開け前後頃 に集 落が

営まれ始め、 皿 ・IV期(8世 紀後半代 か ら9世 紀前半代)つ ま り奈良時代後 半か ら平安時代 にな った頃

に集落 のピー クを迎 え、W期(9世 紀 末か ら10世 紀 初頭)に は集落 の勢い としては下 降傾 向にあった

か、別 の場所を選地 して移動 したかで集 落 として は衰 えてい った ことが結果 として推測で きた。 しか し、

これ らの事象は狭 い範囲か らの情報であるので、 冒頭 に述べたよ うに周辺に所在す る同 じ地形上 の集落、

樋の上遺跡の集落 の動向な どと合わせて見 てい く必要が あると考 えられる。
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